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生物資源学部学科構成

資源循環学科

資源循環学科　研究室紹介

コラム

共生環境学科

共生環境学科　研究室紹介

コラム

生物圏生命化学科

生物圏生命化学科　研究室紹介

海洋生物資源学科

海洋生物資源学科　研究室紹介

附属教育研究施設

OB・OG紹介

大学院生物資源学研究科

就職

入学試験

資格・免許　奨学金

生物資源学部とは？
生物資源学部は、人類が生きていく上で欠かせない多様

な生物資源と、それを育む環境について、広く教育研究す

る学部として、農学部と水産学部の改組統合により、1987

年10月に創設されました。

生物資源は、山から海までの広範な地域で育まれ、食料を

はじめとして工業原料、エネルギーなど人類にとって有用

な財を提供します。その特長は、適切に利用すれば、枯渇

することなく、持続的に利用できることです。

また生物資源を生産するために良好に管理された環境

は、気象や水質など人類が生きていく上でも良好な環境

を保つとともに、快適な景観を形成するなど、物質生産に

留まらない多くの役割を果たしています。

海の底まで

山の頂きから

生物資源学部長 
奥村 克純

「人類の持続的生存を保障する」、農林水産系学

部には、国連が掲げた「持続可能な開発目標」SDGs

の中心的な担い手としての、他の学部にはない高い

使命があります。「ミクロな遺伝子から地球レベルの

環境まで」の幅広い分野をカバーする、他大学には

ない独自性豊かな三重大学生物資源学部に入っ

て、「持続可能な未来を創る」科学を学び、共にこの

高い使命の担い手となりましょう！

生物資源学部は今から30年ほど前、1987年に当

時の農学部と水産学部の統合により発足した全国

にないユニークな学部です。単独で博士課程をも

ち、入学定員が260名と農学系では東海・中部の国

公立大学の中で最も多く、近畿、中四国を加えても

第2位を誇ります。前身を1921年設置の三重高等農

林学校とし、100周年を迎える伝統校で、現在、資源

循環学科、共生環境学科、生物圏生命化学科、海洋

生物資源学科の4学科があり、約70もの教育研究分

野で農林水産系におけるほとんどの学問領域をカ

バーしている数少ない大学です。また、実習の場で

ある附属教育研究施設として、紀伊・黒潮生命地域

フィールドサイエンスセンター（農場、演習林、水産

実験所）、そして東海・北陸・近畿地方の国立大学の

中では唯一の練習船（勢水丸）を有し、さらに、2016

年12月、全国初の附属鯨類研究センターを設置し

ました。このように、生物資源学部は「山の頂きから

海の底まで」の文字通り広大なフィールドを教育・研

究の対象とし、農林水産業およびその関連産業、す

なわち、食料、環境、バイオ産業の振興を担う人材の

育成を目指しています。

生物資源学部HP 
https://www.bio.mie-u.ac.jp/

C O N T E N T S

M E S S A G E

本学部では、このような生物資源の生産と利用、その生産

を支える環境の維持に貢献できる能力を身につけること

を目指しています。

「資源循環学科」「共生環境学科」「生物圏生命化学科」「海

洋生物資源学科」の4つの学科で、講義、実験などによっ

て、各分野の専門知識を修得するとともに、附属するフィ

ールドサイエンスセンターや練習船での実習やインター

ンシップなどで、生物資源が生産される現場での体験を積

むことによって、広範な視野から生物資源をとらえられる

ようになります。
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資源循環学科では、持続的な社会の基盤として
の生物資源を環境に配慮した方法で循環的に利
用するための、技術の開発や新しい社会のデザイ
ンをすることができる人材を育成することにより、
調和のとれた循環型社会の構築に貢献すること
を目指しています。

●土壌学　　　　　　　 ●植物学
●遺伝学　　　　　　　 ●植物保護学
●作物学　　　　　　　 ●園芸学
●動物生産学　　　　　 ●草地・飼料生産学
●農業生物学実験・農業化学実験
●植物育種学　　　　　 ●植物病理学
●昆虫学　　　　　　　 ●農林生物学英語
●FSC※1農場実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

●土壌学　　　　　　　　　  ●植物学
●森林微生物機能学
●森林流域保全学　　　　　  ●測量学
●森林利用・情報学　　　　　  ●森林化学
●木質資源工学　　　　　　  ●測量学実習
●森林・緑環境計画学　　　　●森林育成学
●森林生物学実験・森林化学実験
●農林生物学英語
●FSC※1演習林実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

●農業経済学　　　　　　●資源植物学
●農業経営学
●グローカル資源利用学チュートリアル
●フードシステム論  　　　●資源動物学
●食料・資源経済学Ⅱ 　　　 ●水産経済学
●社会調査演習　　　　　●基礎経営学
●植物生態生理学　　　　●草地生産生態学
●動物生産学　　　　　　●土壌学
●農業生物学実験・農業化学実験※2
●森林生物学実験・森林化学実験※2

森林は、地球環境の維持に加えて、再生可能な
資源としても重要です。さらに国土保全、水源
かん養機能、木材生産、精神的な安らぎの付与
を通して、人々の生活に貢献しています。本コ
ースでは、多面的な機能をもつ森林の特性を
学び、自然環境との調和を保ちながら、森林資
源を持続的かつ高度に利用していくために必
要な技術を身につけることができます。

グローバル化の進む国際社会では、なお一層、
地域の自立と発展が求められており、国際的な
視野から様々な地域の課題に取り組むことの
できる人材の育成は急務です。本コースでは、
農林水産業の実態と持続的な資源利用の仕組
みを社会科学と自然科学の両面から学び、グ
ローバルな視点から課題を捉え、解決への方
法とプロセスを構想し、地域においてそれを実
践する力を身につけることができます。

コース必修 コース必修 コース必修

農業活動による食料生産は人々の営みに必要
不可欠です。安全でおいしい食品の供給・地球
環境の保護・生物資源の循環においても農業
は重要な役割を担っています。この活動を一層
安定的かつ、効率的に行うため、対象とする生
物の生命現象について深く理解することが必
要です。本コースでは、農学の知識に加えて、生
物学の基礎理論を学ぶことで、食料問題の解
決や緑豊かな環境を維持するための方策およ
び技術を身につけることができます。

※1 FSC：フィールドサイエンスセンター　※2 農業もしくは森林、いずれかの実験を修得

大学院、国家・地方公務員、農林水産関連企業および関連団体、
食品・化学業界、環境アセスメント業、金融機関、流通業、
コンサルティング企業、研究機関、教員など

高等学校教諭一種免許（理科・農業）、
樹木医補、
学芸員

◎
水
圏
増
殖
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
海
洋
生
産
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
年
次

2
年
次

3・4
年
次

就
職

農業生物学
教育コース

森林資源環境学
教育コース

グローカル資源利用学
教育コース

取得可能
な資格

卒業後の
主な進路

資源循環
 学科

共生環境
学科

生物圏
生命化学科

海洋生物
資源学科

森林から農地までの
陸圏の生産生態系の
効率的利用と保全

地域レベルから
地球レベルまでの
総合的な環境科学

生物資源を活かす
総合的な生命化学

海洋生態系の保全
ならびに海洋生物資源の

持続的生産

70名 70名 80名 40名

基盤科目（教養教育含む・必修要件有）

選択科目（学生選択）

卒業研究（学科・コース必修要件有）

専門基礎科目（学科・コース必修要件有）

公務員・学校教員　　農林水産業関連企業・団体　　国際機関・関連企業　　機械メーカー　　情報通信業　　コンサルタント企業
医薬品・化粧品関連企業　　バイオサイエンス関連企業　　食品製造業　　水産食品製造・流通業　　海洋開発・環境調査関連企業

資源循環
学科

D e p a r t m e n t  o f  S u s t a i n a b l e  R e s o u r c e  S c i e n c e s

●生理・生態学　●農業生産学　●森林科学　●社会・経済　●国際

その他（選択・自由科目）

生物資源学総論　フィールドサイエンスセンター体験演習　技術者倫理　卒業研究
学部必修

生理学　国際農業開発学　食料・資源経済学Ⅰ　農林学総論　細胞生物科学　農林統計学　資源循環学演習
学科必修

2017年4月に生物圏生命化学科と海洋生物資源学科を設置し、新たに4学科体制としてスタートしました。

さらに、2018年4月から資源循環学科と共生環境学科では、教育コースを再編し、それぞれ3つの教育コースを設置

しました。

高等農林学校以来培ってきた本学部の強み（地域に輩出してきた人材とそのネットワーク、基礎から応用までの多

彩な教育･研究分野）を活かし、地域の農林水産業および関連産業などの振興を担う人材を育成するため、教育の

狙いを明確にした組織の拡充強化を図りました。

生物資源学部

学 科 構 成
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農業生物学教育コース

資源循環学科

研究室紹介 ＊学科・研究室の教員紹介については、教職員紹介パンフレットを参照してください（裏表紙にQRコードがあります）

分子遺伝育種学
育種とは、人間にとって望ましい方向へ生物の遺伝
的性質を改変する技術であり、品種改良と言い換え
ることもできる。私達の研究室では、植物の育種にと
って重要な生殖機構（受粉・受精、自家不和合性、花
器官形成など）の研究を中心に、遺伝子・ゲノムレベ
ルでの研究を行っている。また、植物への遺伝子導
入技術を用いて、育種に有用な遺伝子の機能解明や
遺伝子組換え植物の作出を進めている。

農業生物学教育コース

森林保全生態学
日本のバイオームはおもに温帯林であり，その生態
系は樹木によって成り立つ。天然生林の群落を長い
年月くり返し調査し、さらに、個々の樹木の生育環境
を調べることで、森林生態系における生物多様性な
どが維持されるしくみを解明する。また、ブナやトウ
ヒなどの群落を代表する樹木や雌雄異株樹木を対
象にして、生理生態学的な研究やDNA分析によって
遺伝的多様性などを明らかにする発展的な研究も
行う。

森林環境砂防学
甚大な被害をもたらす土砂災害の効果的な軽減手
法、豪雨や地震、火山噴火、人工改変などによって破
壊された森林環境の修復手法の構築を目指した調
査研究を行う。また、今後の都市・中山間地での人口
変動や社会ニーズの変化などの予測をもとに、近未
来の土砂災害の軽減手法を社会に提言することを
目指す。

生物資源経済学
農業、食料、貿易の環境や政策が変化する中で、今日
の農業生産者は、費用削減、農産物の高付加価値化
や差別化、新技術への対応など、競争力のさらなる
強化が求められている。本研究室では、経済学およ
び計量経済学（統計学）、マーケティング・リサーチの
分析枠組により、農産物や食品に対する消費者需
要・行動の解明や、政策・プログラムの因果効果の解
明を通じて、上記の問題に取り組み、エビデンスにも
とづく政策提言を行うことを目指した教育研究活動
を行っている。

循環経営社会学
主に農業経営学、地域社会学の視点から、食料問
題・農業問題・環境問題を考察している。生ゴミの堆
肥化など食品リサイクルの推進、有機農業や環境保
全型農業経営の確立、企業や個人による農業参入の
促進、競争力ある農業経営の育成などの課題に取り
組んでいる。実際に国内外の農業経営や食品関連企
業を訪ねたり、消費者の食に対する意識を調査した
りするなど、現場に出て人と触れ合う機会が多い分
野である。

資源経済システム学
海洋は人間にとって食料（＝水産物）の供給を担う
だけではなく、適正な環境を維持し、将来人間が豊
かに生活していくためのさまざま有益な役割を果た
している。当研究分野は、こうした海洋の持つ人間に
とっての多面的な価値を見直し、特に「安全・安心」
に配慮した食料産業のあり方を水産物の生産・流
通・消費システムを通して教育研究する。

国際資源植物学
国際資源植物学は、日本を含めた世界のどこかで有
用資源として栽培される植物について様々な視点か
ら探究する学問である。食料、飼料、医薬品、工業用
原材料、エネルギー等に利用される植物が対象とな
る。私達は、そうした有用な植物を栽培する技術、特
に様々な環境条件下で植物の生産量を増加させる
技術、さらには最終産物の品質改善を促す技術を研
究する。

国際資源利用学
国内や国外（主にモンゴル）において持続的な草地
利用・家畜生産システムを確立するため、1）放牧草
原を構成する牧草-動物-土壌の相互作用を含んだ
生態システムの理解、2）草原や生物が有する多面
的、生態的機能に関する研究、3）家畜（草食動物）や
野生動物の飼料、栄養、健康性、行動、病気に関する
研究等を行っている。

森林利用学
わが国の約70%が森林である。この広大な森林は、
重要な資源であり、また生物の生息・生育域でもあ
る。森林の持続的な利用と適切な管理を目指して、
現地調査を行い、また数理モデル、リモートセンシン
グ、GISなどを活用し、森林利用学、森林情報学的手
法によって「木材生産作業の低コスト化」、「森林の広
域的な分布・動態・機能の解明」などについて研究を
行っている。

木質資源工学
木材は古来から利用されてきた私達の生活に密着
した材料である。木材は中空の繊維からできている
ため、断熱性、調湿性にすぐれ、軽くて強度があり、環
境に優しく、かつ光合成により永続的に再生産可能
な理想的な材料でもある。本研究室は、木材の特徴
を生かして工学的に種々の変換を加えることにより、
住宅などの構造材料や屋内外環境形成素材として
有効に利用するための理論と技術について研究し
ている。

木質分子素材制御学
木材は、二酸化炭素と水から光合成によって形成さ
れ、かつ、国内生産可能な「再生可能有機資源」であ
る。木材は、木材繊維からなり、主成分はセルロー
ス、ヘミセルロース、リグニンで、石油同様様々な製
品を創りだしうる資源である。当研究室は、木材構
成成分の新規分離技術の開発、糖化技術の革新、セ
ルロースナノファイバーの機能性評価、木材繊維の
高度利用、医薬食品に応用可能な化合物の探索な
どの研究に取り組んでおり、木材を建材、板、紙以外
に、木質バイオマスとして高付加価値に利活用し、
来るべき石油枯渇に本気で備えることを目標として
いる。

緑環境計画学
森林・緑環境の機能評価を基礎に、森林生態系や生
物多様性の保全に配慮した森林の取り扱い方法に
ついて研究している。樹木個体や林分集団の継続調
査を行い、森林などの陸上生態系の環境応答の評価
とその手法開発、乾燥地植物の光合成と水利用に関
する戦略の解明、また熱帯林など、世界の森林資源
の適正な管理手法の開発など、地域の問題からグロ
ーバルな課題まで、取り組んでいる。具体的には、
「持続可能な森林経営」を目指して、植物の生き方
（生理生態）や環境との関わり（環境応答）、森林管理
の基準・指標作り、森林成長予測、住民参加型森林計
画などの観点から研究している。

森林微生物学
森林に生息する微生物、とりわけ植物の根に共生す
る真菌類（カビ・キノコ）や細菌類（バクテリア）、土壌
中の線虫類の種類やその役割を明らかにし、森林生
態系における生物多様性や物質循環の機構を探る。
そのため、天然林や人工林に出かけて生態学的な
調査を行うとともに、実験室で微生物の有する形態、
組織、遺伝子情報の解析を行う。

土壌圏生物機能学
成分が異なる様々な土壌に適応するために、植物が
どのような適応戦略を利用しているのか、また土壌
が自生する植物種をどの様に選び、独自の植生を形
成するのかなど、土壌と植物の相互作用に関する研
究を行っている。現在は日本各地の博物館や植物園
と協力し、植物標本を用いた野生植物の元素集積デ
ータベース構築を進めているほか、蛇紋岩土壌の植
物をモデルとした研究を進めている。

資源作物学
人間は衣・食・住を基礎とした人間らしい生活を実現
するために必要な資源を農林水産業により持続的
に生産している。そのうち、食糧となる食用作物や工
業原料となる工芸作物などの資源作物について、そ
れぞれの特性を明らかにし、有効な栽培・利用方法
をみいだそうとする学問が資源作物学である。三重
県特産品のイセイモ、ダイズ、水稲などの新品種育
成や環境保全型農業生産技術の開発を通して地域
の農業に貢献している。

園芸植物機能学
園芸植物がもつ有用な様々な機能を、果樹や野菜の
栽培の改善に役立てるために研究を行っている。果
樹では、温帯果樹の受精や果実の発育・成熟に関す
る生理・生化学的研究を行い、野菜では、環境ストレ
スに対する生理・生化学的反応の解明とこれらに基
づいた高品質野菜の栽培法の確立を目指している。
（注：現在果樹担当教員欠員のため果樹関連の研究
は休止中）

動物生産学
ウシ・ブタ・ニワトリの作る肉・牛乳・卵を食べること
で、人は良質のたんぱく質を摂ることができ、健康の
維持ができる。私達の研究室では「動物のホルモン
分泌」や「エサの消化に重要な微生物」について調
べることで、動物の生産性を高めるための基礎的な
研究を行っている。動物の生産性を高めることがで
きれば、より少ないエサで動物を飼うことができ、環
境に対する負荷も減少するので、食料問題や環境問
題の解決につなげることができる。 植物医科学

植物は様々な病原生物により病気になる。その病気
を効果的に防ぐためには、正しく診断し、病原の種類
や生態を正確に理解する必要がある。私達の研究室
は、植物病害の診断、防除指導ができる人材を育て
る事を目標に教育を行っている。研究では、植物病
害の主要な原因となる菌類の分類、多様性、系統、生
態について、野外調査、顕微鏡を使った形態学的方
法、遺伝子解析等の分子生物学的方法を併用して研
究を行っている。

昆虫生態学
私達の目標は、害虫の防除、有用昆虫の利用、昆虫
群集の保全のための知識をおもに生態学・行動学・
進化学的に深めることである。テーマとして基礎から
応用研究まで幅広く扱っているが、どちらかといえ
ば、基礎研究が中心である。現在研究している主要
な昆虫は、ハナバチ、ハナアブほかの作物の花粉媒
介者、カメムシ類（侵入昆虫として、ただの虫として）
である。

草地・飼料生産学
私達の健康を支える乳や肉の生産に欠かせない「飼
料資源」を効率的に利用するために、乳牛や肉牛に
よる栄養素の利用性について研究を行っている。「飼
料資源」は穀物や牧草だけではなく食品製造で発生
する副産物など様々である。それらに含まれる栄養
素が乳牛や肉牛の消化管内でどのように消化され
て乳や肉に使われていくのかを、動物を使った生物
的な実験と飼料や糞、尿などを対象にした成分分析
を組み合わせて研究を行っている。

グローカル資源利用学教育コース森林資源環境学教育コース
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共生環境学科では、多様な生態系でなりたつ地
球生命圏の環境、海洋圏、大気圏が連動する複雑
な地球生態システムを現場レベルで理解し、数理
的に紐解くことで、人類、生物と自然環境が共生
できる生物生産システムと持続可能な社会の実
現を目指しています。

●環境系数学　　　　 ●環境情報学
●ローカル気象学
●地球システム進化学
●地球環境リモートセンシング
●景観生態学　　　　 ●グローバル気象学
●大気海洋科学　　　 ●気象・水文・水資源学　
●未来地球システム学　●地形学　
●確率統計解析
●地球環境学セミナーⅠ
●地球環境学セミナーⅡ

●環境系数学　　　　　●環境情報学
●応用数学　　　　　　●応用力学Ⅰ
●力学基礎Ⅰ　　　　 　●農業食料工学実習
●生物情報工学　　　　●応用力学Ⅱ
●力学基礎Ⅱ　　　　　 ●プログラミング
●電気・電子工学
●環境情報システム工学実習Ⅰ
●設計製図学Ⅰ　　　 　●システム制御学
●環境情報システム工学実習Ⅱ
●設計製図学Ⅱ　　　　●農業食料工学実験

●環境系数学　　　　●環境情報学
●応用数学　　　　　●基礎構造力学
●測量学　　　　　　●基礎水理学
●フィールドサイエンス実習
●測量学実習　　　　●水理学
●基礎土質力学　　　●植物・土壌と水
●環境土壌学実験　　●鉄筋コンクリート工学
●CAD実習　　   ●公共事業インターンシップ
●水理実験　　   ●コンクリート・土質材料実験
●農村ワークショップ運営実習
●かんがい排水学

食料生産現場におけるシステム工学や情報処
理技術を学ぶことで、生物資源の開発・利用お
よび環境の診断・評価・改善・保全・創造を目
的とした自然環境情報の計測や制御、環境改
善に関するシステム構築を通した生態調和型
スマート生物生産技術を身につけることがで
きます。

多様な生態系、地域社会、食料生産活動が共
生する循環型の農村環境の構築・整備と、持続
可能な食料生産環境の実現に向けて、農村・農
地・水資源開発・農地保全、自然災害対応など
とくに公共に関わる実践的教育を行うことで、
農村空間や環境の保全と修復に関わる科学・
技術を身につけることができます。

コース必修 コース必修 コース必修

気候変動や異常気象発生などの地球環境の変
化は、大気・海洋・土壌・植生・陸水・生態圏と人
間活動で構成される地球システムが連動して
引き起こされることを学ぶことで、物質やエネ
ルギーが循環する持続可能な環境をデザイン
するために必要な知識や技術を身につけるこ
とができます。 

国家・地方公務員、環境調査・管理技術関連会社、情報通信、
住宅関係の民間会社、土木建設会社、
環境計画・影響評価の関係するコンサルタント会社、
産業機械製造会社、鉄道会社、教員、研究機関など

高等学校教諭一種免許（理科・農業）、
学芸員、
修習技術者、
測量士補

地球環境学
教育コース

環境情報システム学
教育コース

農業土木学
教育コース

取得可能
な資格

卒業後の
主な進路

共生環境
学科

D e p a r t m e n t  o f  E n v i r o n m e n t a l  S c i e n c e  a n d  T e c h n o l o g y

●気象学　●生態学、環境科学　●ICT（情報通信工学）　●農業工学

その他（選択・自由科目）

生物資源学総論　フィールドサイエンスセンター体験演習　技術者倫理　卒業研究
学部必修

将来気候予測論　共生環境フィールドサイエンスセミナー　生態圏循環学　地球環境学概論
環境保全生態学　環境解析基礎Ⅰ　環境解析基礎Ⅱ　環境解析基礎Ⅲ

学科必修

●大正10（1921）　三重高等農林学校設置

●昭和24（1949）　三重大学農学部（農学科、農業土木学科、林学科、農産製造学科）設置
　　　　　　　　　附属施設として農学 部附属農場および演習林を設置
　　　　　　　　　（前身学校は、三重農林専門学校）

●昭和42（1972）　三重県立大学から水産学部を移管し、水産学部を設立

●昭和62（1987）　生物資源学部（生物資源学科）設置（農学部、水産学部を統合改組）
　　　　　　　　　生物資源学部附属農場、同附属演習林、同附属水産実験所、
　　　　　　　　　同附属練習船勢水丸設置

●平成 3（1991）　大学院生物資源学研究科博士課程設置

●平成12（2000）　生物資源学部資源循環学科、共生環境学科
　　　　　　　　　生物圏生命科学科設置（生物資源学科を改組）

●平成14（2002）　生物資源学部附属紀伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター設置
　　　　　　　　　（生物資源学部附属農場同附属演習林、同附属水産実験所を改組）

●平成18（2006）　大学院大学化にともない、大学院生物資源学研究科に改組

●平成29（2017）　生物資源学部生物圏生命化学科・海洋生物資源学科設置
　　　　　　　　　（生物圏生命科学科を廃止）

生物資源学部ヒストリー生物資源学部ヒストリー生物資源学部ヒストリー生物資源学部ヒストリー

キャンパス内にある三翠会館。その庭園で
ある三翠園に植えられた木々の緑と、白亜の外
観が美しいコントラストを生み出しています。
この建物は、三重大学の母体である三重高
等農林学校の開校10周年記念事業として昭
和11年に建築。建物は木造で、2階部分の正
面中央は正面性を強調した切妻破風、平屋部
分は西切妻造東入母屋造とユニークな構成。
細部に幾何学的形態の装飾が施されている
部分もあり、当時の建物の特徴を垣間見るこ
とができます。また、記念事業の際に植えられ
たポンドサイプレスという木は県内唯一とも
言われており、70年以上の間、キャンパスを
見守ってきました。

タイムマシーン「三翠会館」へようこそ

三翠会館は、簡潔な意匠による経済的で技
術的にも容易な様式体系が用いられています。
そのため、昭和戦前期に建てられた、地方の
木造公共建築の特色をよく留めていることか
ら、平成14年に国の登録有形文化財に指定さ
れ、開学50周年記念事業の一環として、「歴
史から学べる記念館」をコンセプトに大改修
工事を竣工。できる限り当初材を再利用し、建
材を替える場合も形式・工法ともに当時の方
法を踏襲しました。
館内には農林学校時代から現代にいたるま
での、あらゆるものが並び、当時の学生には
懐かしい思い出を、今の学生には新鮮な驚き
を与えてくれます。

三重大学の源流の一つ、三重県立大学の附属図書館として
1951年に建築され、その後現在地に移築されたものです。
木造平屋建で、緩やかな軒出の深い鉄板葺切妻造の屋根を架け
ています。平面は平側が12尺×７間、妻側が15尺×２間の単純な矩
形平面です。室内には柱・棟木・地棟・母屋・垂木・火打梁などの最小
限の丸太材で構成される架構がそのままあらわれ、強い秩序を生
み出しています。
本学では、その歴史に関わる記念建造物として、保存設計者ア

ントニン・レーモンドにちなんで、レーモンドホールと改称され、三
翠会館に続く二つ目の登録有形文化財となっています。

レーモンドホール

C O L U M N

コラム
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共生環境学科

研究室紹介 ＊学科・研究室の教員紹介については、教職員紹介パンフレットを参照してください（裏表紙にQRコードがあります）

地球環境学教育コース

気象解析予測学
気象は私達の社会経済活動と密接に関わっている。
このため、例えば気象庁は、数日先までの短期予報、
１週間先までの中期予報、半年後までの長期予報な
ど、各種の天気予報を公表している。しかし、特に中
長期予報の社会への応用はまだまだ不十分である。
一方で、この天気予報作成のために世界各地で観測
された過去の気象データが蓄積されている。こうし
た気象に関する様々なデータの解析を通じて、「気象
メカニズムの理解の深化を通じた気象予測精度向
上への貢献」と「気象予測データの社会への応用」を
行うことが当研究室の目標である。

海洋気候学
今日大気中の二酸化炭素などの増加で気温が上昇
し、地球温暖化がいろいろな異常気象の原因ではな
いかと言われている。海洋でも北極海の海氷の減少
や深層水温の上昇などの異常海洋現象が報告され
ている。この研究室では、関連する海洋気候変動や
海洋大循環の流速、水温、塩分、密度などの変化を
調べている。手法には、三重大の練習船「勢水丸」に
よる直接海洋観測とその結果の解析、コンピュータ
を用いた数値モデル実験、日本海洋データセンター
などに蓄えられた長期観測データの解析などがあ
る。大切な地球環境を守るため、皆さん、地球気候変
動の核となる海洋のいろいろをいっしょに調べまし
ょう。

未来海洋予測学
地球の表面積の7割を占める海は、大気を暖めたり
冷やしたり、水蒸気を大気に与えたりすることで、地
球の気候に大きな影響を及ぼしている。海が猛暑や
寒波、大雨や干ばつの原因となっていることも多い
と考えられているのである。しかしながら、海洋と大
気の変動システムは複雑で、気候変動における海の
役割を明らかにするために今後解明していかなけ
ればならない研究課題が数多く残されている。本研
究室では、集中豪雨、低気圧、台風など様々な大気現
象に対して海がどのような役割を果たしているのか
を明らかにしていくとともに、海の変化が将来の気
候にどのような影響を与えるのかを調べている。

フューチャー・アース学
地球規模で懸念される環境問題に対して、現在の科
学は社会に「わかりやすい」情報として浸透し、将来
の適応・対処を考える上で適切に扱われているの
か？その反省から、地球環境科学は地球生命圏の多
様な環境を理解し、さらに社会と協働する“超学際
的”な思考を発展させる必要がある。本研究室では、
気候・地形・植生・雪氷等の環境変化が人間社会に
与える影響を、現地調査を基本に、衛星データ解析、
地理情報などの空間拡張の技術を用いた研究手法
と重ね合わせて、近将来の時間スケール（30年）を念
頭に、地球生命圏で起こりえる変化やその脆弱性・可
塑性への分野横断的理解を進める教育研究を行う。

応用地形学
今日、感性豊かな若い人々の多くが、農山村への関
心を深め各地で個性豊かな暮らし（生業）を展開して
いる。我々はこれを「田園回帰」と呼んでいる。一方、
農山村地域での人間活動の衰退は、農業・農村の多
面的機能（土砂流出の緩和機能や地下水の貯留機
能など）の低下を引き起こすと考えられている。当分
野は、農山村地域での暮らしや生業を維持していく
ための方策を日々考究する。例えば、農業生産活動
の維持、暮らしをしていくために必要な食料、エネル
ギーの自給システムの構築である。これらをテーマ
に、水、農地、エネルギーの視点にたった地域計画な
らびに社会技術の教育研究を行う。

土資源工学
多方面で役立つ土資源（地盤）は、時には大きな災害
を引き起こすことがある。この地盤災害から地域や
人々を守るため、様々な条件下で特性が異なる土の
物理的・力学的特性、並びに構造物との相互作用で
発揮される諸特性を明らかにし、土資源の安全かつ
適切な利用のための教育研究を行う。具体的には、
SAAMシステムを用いたグラウンドアンカー工の維
持管理に関する研究、砕石を用いた地盤改良機（エ
コジオ工法）による地盤支持力、液状化・排水対策に
関する研究、豪雨・地震時に発生する地盤災害の発
生機構の解明とその対策に関する研究、老朽ため池
の維持管理に関する研究、地盤のせん断破壊の機構
解明に関する研究などを主なテーマとしている。

水資源工学
農業分野を中心とした自然界の水循環過程におけ
る降雨や蒸発散といった水文量の量的把握を背景
に、持続的で社会的ニーズにかなった水資源の保全
と再利用技術の構築をめざしている。具体的には、
富栄養化などの水質を重視した貯水施設・送排水施
設の設計に関する提案、水環境における生態系に配
慮した調査と環境改善の提案などを行い、それらの
調査結果について評価方法自体も含めたことを教
育研究する。追加的に、地表水に関する研究は海外
の灌漑や排水にまで及ぶ場合もあり、地中流に関す
る研究は深く温泉水やそれに類した自然水にまで及
ぶ場合もある。

環境施設工学
近年では土木施設の施工・維持管理においても、地
球資源の有効利用や環境負荷軽減などが求められ
ている。また、頭首工・水路といった農業土木施設
は、激化する自然災害や老朽化のなかで様々な問題
が生じている。これらを背景に、リサイクル材料を利
用した新しい環境負荷軽減法、施設の安全性、維持
管理の検査手法や適切な更新法などを研究対象と
して、材料試験・模型実験・調査・数値解析などの技
術を用いた教育研究を行う。

国際環境保全学
国内外の農地施設と農業用排水施設における様々
な環境問題に対する持続的手法による解決と農業
構造物の保全を目標とする。具体的には、農業構造
物に重要な「土」、「地盤」、「材料」、「水」の土木学的
および工学的な解析手法に基づく地域環境保全に
関する教育研究を行なう。例えば、土砂災害の防災
を目的としたのり面侵食メカニズム解析や地滑り対
策法の開発、現地のリサイクル材有効利用による道
路・河川堤防崩壊対策、安価で使いやすい資材を用
いた地盤改良と水利施設のデザイン、野立てソーラ
ーシステムの支柱基礎の開発など行う。また、地域資
源管理の最適条件を導くために、有限要素法を用い
た数値解析を行う。

農業土木学教育コース環境情報システム学教育コース
応用環境情報学

農業生産や環境保全を対象に、システム工学、情報
工学、化学工学の基礎から応用までを教育研究す
る。具体的には、農業生産現場で利用可能なセンシ
ング技術の開発、農業生産システムで活躍する機
械・ロボットの制御、スマートフードチェーンにおけ
る流通負荷特性の把握など、食料生産に関する技術
開発を研究する。また、農業残渣をはじめ未利用資
源の半炭化技術や化石代替燃料の製造技術に関し
て研究する。

生産環境システム学
生物生産や工業生産、環境などに関わる機械・設備
システムについて、安全・安心で低環境負荷の実現
および新しいシステムの創成を目標とする。情報工
学やシステム工学などを用いて機械・設備システム
の性能を解析し、併行して先端技術の導入により環
境にやさしく安全・安心な機械・設備システムの設計
と状態監視・診断法および知能ロボットシステムに
ついて教育研究を行う。

生物環境制御学
生物資源生産における生物と周辺環境・介在する人
間等に関する情報を取得し、その環境情報を制御す
ることにより植物工場などの最適な生物資源生産シ
ステムを構築する理論･技術を教育研究する。

エネルギー利用工学
再生可能な生物資源の利活用と低環境負荷型食料
生産システムの自動化および効率化を目的とする。
植物バイオマスを利用した生分解可能なバイオマ
ス素材の開発，オフロード車両の走行性向上と食料
生産システムの自動化およびエネルギー有効利用
のための農業機械の最適化に関する理論と技術に
ついて教育・研究を行う。

フードシステム学
食料の生産から、収穫、加工、パッケージング、輸送、
流通、消費、廃棄へと繋がるフードシステムを対象と
し、持続可能なフードシステム、フードシステムのス
マート化、ロボット開発、農林水産物・食品の品質の
情報化ならびに情報の取り扱い手法に関する教育と
基礎・応用研究を行う。現在、プログラミング、画像処
理技術、AIを活用しながら、「作業者と協働可能な
365日稼働する小型農業ロボットの開発」、「穀物の
外観品質判別のための画像処理アルゴリズムの開
発」に取り組んでいる。

土壌圏システム学
地球の表面を覆う土壌圏は多くの動植物の生産・活
動の場であり、土壌圏と水圏、気圏、生態圏との間の
水・エネルギー・物質の循環システムは気候形成や
植生の状態を強く支配している。特に、凍土地帯の循
環システムは温暖化にともなう寒冷地の農業利用や
気候変動へのフィードバックの見地からも重要であ
る。土壌圏におけるこれらの循環の実際をとらえ、今
後の変化を予測し、健全な循環システムの持続を目
指す教育研究を行う。

土壌圏循環学
土壌・植生・大気で構成される土壌圏では、水分、化
学物質、熱、ガスの流れが生じている。たとえば、畑地
に投入された有機肥料は分解されて植物に取り込
まれるが、その分解は気象条件による土壌水分量や
地温の変化、また土壌の種類そのものにも影響を受
ける。このように土壌圏の水・熱循環と窒素・炭素循
環は、相互に影響を及ぼし合う複雑な現象である。
そこで、土壌中の物質循環を解明するために、畑地
や水田における水分・熱移動、植物による吸水や栄
養吸収に注目したモニタリング実験と数値シミュレ
ーションを行い、移動予測モデルの構築を目指した
教育研究を行う。

水環境・自然災害科学
水を「自然の恵み」ととらえるか、「災害を起こす脅
威」ととらえるか？当分野では両方の観点から「水」を
考え、良好な水環境を守るとともに水災害から人を
守るための教育・研究を行っている。学問分野的に
は、水文学、水資源工学、河川工学、自然災害科学と
いうことになる。水循環の中では、降水や洪水といっ
た辺りを重視し、自然災害科学の中では、豪雨災害、
洪水災害、地震（特に南海トラフ地震）に重点を置い
ている。「水の教育・研究」と「地震の教育・研究」の両
方を行っているところはあまりないと思うが、対象物
が少し違うだけで、手法的には「統計的手法」「非線
形科学的手法」を共通して用いるので、我々にはあま
り違和感がない。

環境解析学
本研究室では、贅沢ではないが十分に自由で安全で
快適な社会の実現を目指している。我々は、世界の
様々な側面を評価する。例えば、安全と快適は両立し
ないことが多い。風を切って走るオートバイは楽しい
ものだが、通常より大きな危険を冒すことになる。ま
た、地域の環境をよくすることと地球の環境を良くす
ることもしばしば両立しない。そして世界の様々な側
面の評価に基づいて、十分に自由で安全で快適な社
会のための適切な地域の管理方法を考える。本研究
室では、世界の様々な側面を評価し地域の管理方法
を考えるときに、景観を利用する。というのは世界の
様々な側面が表出され、人々に認知されるのが景観
だと考えているからである。

地球システム進化学
“地球とともに生きる”～地球温暖化・エネルギー等
の人類的課題に対し未来展望を明らかにするため
には人間を含む地球をシステムとして理解すること
が大切である。本研究室では、（1）「これまでの地球」
について、生命進化、白亜紀温暖期、恐竜絶滅、氷河
期の謎、など地球史イベントを調べ、地球がいかに
微妙なバランスのもとで成立しているか、を研究して
いる。また、（2）「これからの地球」～持続的な地球シ
ステムについて、自然のエネルギーを利活用した地
球とともに生きる具体的ビジョンについて研究し、自
治体、一般企業、市民の方々といっしょに実践的な未
来ビジョン作りに取り組んでいる。

地球環境学教育コース

農業土木学教育コース

気象・気候ダイナミクス
猛暑や冷夏、寒波や豪雪や暖冬、異常多雨や干ば
つ、北極の海氷の減少、地球温暖化。これら地球規模
での異常気象や気候変動が「なぜ？」起こっているの
か。この「なぜ？」に対する完全な答えを人類はまだ
得ていない。研究室ではこれらの解明に挑んでい
る。熱帯や北極の異変が日本の異常気象に及ぼす影
響などの、地球規模の気象研究と、黒潮など日本周
辺の海が異常気象や台風・豪雨などに及ぼす影響な
どのローカルな気象の双方を、練習船を用いた海洋
上の気象観測や陸上の気象観測、そして地球全体や
日本周辺の大気の流れや気温の変化の数値シミュ
レーションによって研究を行っている。
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産官学連携による新たな教育体制産官学連携による新たな教育体制産官学連携による新たな教育体制産官学連携による新たな教育体制
生物資源学部（大学生物資源学研究科）は、ミキモトグループ（株式会社ミキモト、株式会社御木本真珠島，御木本製薬株式

会社）と三重大学がこれまで個々に連携していた教育・研究活動を，今後アコヤガイをはじめとする海洋系の研究成果や学生

のインターンシップなどの人材育成の面でさらなる連携強化のため、包括協定を結んでいます。

また、生物資源学部（大学生物資源学研究科）、独立行政法人国立高等専門学校機構 鳥羽商船高等専門学校、三重県水産

研究所、鳥羽市、KDDI株式会社、株式会社KDDI総合研究所は、三重県内の5GやIoTなど先端技術を活用した水産業のデジ

タルトランスフォーメーション「海洋DX」の積極的な展開を目指し連携協定を結んでいます。

ミキモトグループとの調印式（令和２年１１月） ５G・IoT活用、海洋DX推進に向け連携協定を締結(令和３年３月）

三重高等農林學校は大正11年、第1回の入学生を迎えますが、その時点で実験農場は未整備のままでした。

低湿地、塩害地であった土地を改良するために教官と学生が一丸となって農場設備の前提となる用水確保に向けた井戸の

掘削を行いました。

大正13年に完成したこの井戸は、毎時72㎥の真水を供給し、長年にわたって農場に十分な水量を確保してきたことから、

いつしか「不渇の井戸」と呼ばれるようになり、現在も実験圃場への灌漑設備として活用されています。

平成28年度には、公益財団法人土木学会が行う「土木学会選奨土木遺産」に認定されました。

不渇の井戸 土木遺産認定記念碑

（三重高等農林學校農場の給水井戸）
不渇の井戸不渇の井戸不渇の井戸不渇の井戸

C O L U M N

コラム

KEY
WORD

生物圏生命化学科では、多様な生物の代謝・物
質・機能を解析することを通して生命化学の分野
における幅広い知識と応用力を有する人材を育
成することにより、人類の健康増進および農林水
産業の発展に貢献することを目指しています。

●物理化学
●食品化学
●生物物理化学
●創薬化学
●微生物利用学　
●生物化学工学
●生命機能化学実験実習１・２・３・４・５
●微生物遺伝学
●栄養化学
●生物機能化学
●生命機能化学演習Ⅰ・Ⅱ

●水圏生物化学
●遺伝子工学
●水産食品衛生学
●海洋生命分子化学実験１・２・３
●バイオインフォマティクス
●海洋資源微生物学
●水産食品化学
●生物物性学
●海洋天然物化学
●脂質化学
●マリンフードプロセス実習

●海洋生命分子化学実習
●海洋生命分子化学演習Ⅰ・Ⅱ

多様な海洋生物の生命機能の基礎的性質を化学的に明らかにし、医薬
品・食品・香粧品などの原料となる海洋生物資源の有効利用に寄与する
バイオサイエンスとバイオテクノロジーについて総合的に学ぶことができ
ます。

コース必修 コース必修

地球上に生息する多様な生物に関する生理機能、および生物が産生する
有用物質の構造と機能に関する化学を中心に、食品分野、環境・エネルギ
ー分野、医療分野および生物工学分野などに寄与するバイオサイエンス
とバイオテクノロジーについて総合的に学ぶことができます。 

大学院、
農・水産業等バイオサイエンス関連、食品、医薬品、香粧品関連、
教員、官公庁など

高等学校教諭一種免許（理科・農業）、
食品衛生管理者、
食品衛生監視員、
学芸員

生命機能化学
教育コース

海洋生命分子化学
教育コース

取得可能
な資格

卒業後の
主な進路

生物圏
生命化学科

D e p a r t m e n t  o f  L i f e  S c i e n c e  a n d  C h e m i s t r y

●応用生命化学　●海洋生命化学　●微生物学　●生物機能化学　●食品・生物工学

生物資源学総論　フィールドサイエンスセンター体験演習　技術者倫理　卒業研究
学部必修

細胞生物学　有機化学Ⅰ　生物圏生命化学概論　分子生物学　有機化学Ⅱ
生化学Ⅰ　微生物学　生化学Ⅱ　分析化学　生物圏生命化学英語

学科必修

生理学　Science EnglishⅡ　食品工学　応用酵素化学　食品衛生学　土壌学　生物情報工学　環境化学概論
生物プロセス工学　公衆衛生学　食品安全化学　生命機能化学実験実習６　生物無機化学　生体代謝化学

選択科目など
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生物圏生命化学科

研究室紹介 ＊学科・研究室の教員紹介については、教職員紹介パンフレットを参照してください（裏表紙にQRコードがあります）

分子細胞生物学
動物細胞を主な研究材料として用い、細胞レベルで
起こる様々な生命現象、例えば、DNA複製、転写、
DNA損傷と修復、ゲノムの安定性、細胞分化、がん
化、細胞死などの制御メカニズムにおけるクロマチ
ン修飾の役割や、ビタミンとその関連化合物の生理
作用などについて、生化学的、分子細胞生物学的手
法を用いた基礎研究を行っている。一方で、これらの
研究によって得られた知見を、バイオサイエンスお
よびその関連の多岐にわたる分野に応用することも
目指している。

海洋生物化学
海という特殊な環境に生息する生物は、特異な生体
成分を含み、興味深い生命現象を営む。本研究分野
では特に海産の大型藻類と軟体動物に着目し、ヒト
の健康維持に寄与する成分の探索とその機能性や
細胞内動態の解明を目指す。また、ゲノム情報などを
活用して、大型藻類と軟体動物の生長・代謝特性や
環境応答・適応の分子機構、さらには産業的有用品
種の育種開発とその形質発現の分子機構の解明を
目指す。これら研究活動を通して、海洋生物資源の有
効利用、高付加価値化、持続的安定生産、維持・保全
に関わる学理と技術の教育研究を行う。

水圏生物利用学
水圏に棲息する魚介類を対象とし、それらの生産す
る有用物質の抽出解析並びに未利用資源の開発を
行うとともに、遺伝子操作を用いた魚類や微生物の
品種改良のための原理と技術を研究する。また、化
学物質と生体の相互作用を遺伝子レベルで解明し、
その作用機序を明らかにするための技術やシステ
ム生物学に関する教育研究を行う。

水圏材料分子化学
私達の生体機能を有効に調節する機能性成分を水
棲生物や水産加工時に発生する未利用物（加工残
渣）から科学的エビデンスに基づいて探索し、高付
加価値商品の開発やゼロエミッション型社会の構築
に貢献する研究を展開する。疾患モデル細胞および
実験モデル動物における表現型による評価だけで
なく、どのような作用機序によって何故この表現型が
軽減されたかについて細胞情報学的観点から明ら
かにする。また研究を進める上で、新しい評価指標
や疾患モデル動物の作製、高機能水産物の開発を
行うため、分子生物学、実験動物学および栄養化学
に関する教育研究も行う。

海洋微生物学
微生物（細菌類、真菌類、単細胞藻類）を海洋におけ
る有用生物資源の一つとして位置づけ、有用微生物
の探索と単離を行い、生化学的・生理学的・生態学的
特性の解析ならびに有効活用するための理論と技
術について研究する。また、食品微生物の制御技術
の根幹をなす洗浄および殺菌技術の最適化を目的
として、界面化学的な解析を軸に多面的な教育研究
を行う。

水産物品質学
食品としての魚介類における品質保持・向上のた
め、生体内の鮮度保持に関連する酵素や血液成分
の生化学的物質、魚類由来の糖タンパク質やオリゴ
糖の機能と構造を科学的に究明し、水産物の品質お
よび食品衛生に関する教育研究を行う。また、主に
水産資源の高付加価値化に資する、産業上有用なタ
ンパク質や化学品原料を対象とし、その生産に関わ
る遺伝子の探索および機能解析、物質生産に関し
て、分子生物学および生物工学を基盤とした教育研
究を行う。

海洋食糧化学
海洋生物を構成する生体分子、特に海藻由来のフェ
ノール性化合物や色素成分、糖質、脂質など有用有
機化合物の探索ならびに三次機能成分としてそれら
の利用と開発を目指した研究を行う。ターゲットとな
る有機化合物について、質量分析装置による分子構
造の推定や動物細胞を用いた生理機能の評価、代
謝物解析など分析化学と食品機能学に関する教育
研究を行う。

生物物性学
生体内ではブドウ糖がATPに変換され、この化学的
エネルギーが細胞内のタンパク質によって力学的な
エネルギーに変換されて細胞の機能を維持してい
る。様々な環境に適応して生息範囲を拡大してきた
魚類はエネルギー変換機構も多様である。本研究室
ではこのエネルギー変換機構を解析するとともに、
食品としての魚類筋肉タンパク質の保蔵、加工技術
についても教育研究を行う。

生体高分子化学
海洋および陸水に生息する魚貝類の多様な形態と
機能が陸上生物のそれらと異なるのは、水中の環境
に馴化するために進化した結果であり、遺伝子やそ
れから機能発現したタンパク質など生体高分子の相
違に起因する。これらの遺伝子やタンパク質などの
生体高分子の情報、構造および機能を分子レベルで
解明し、有効利用に資することを目的に、その学理と
技術を教育研究する。

創薬化学
薬の分子は、体内のタンパク質に特異的に結合する
ことにより、その効果を発揮する。効果が大きく、副作
用が小さい薬を創ることを目的として、薬剤分子の
三次元的な「形」に着目した研究を行っている。具体
的には、生物活性を示すペプチドを研究対象とし、
薬剤分子の設計、有機合成、生物活性試験、三次元
構造解析を行う。この一連の過程により薬剤分子の
「形」を最適化する研究を通じて、創薬に必要な有機
化学、生物化学、分析化学、計算化学の専門知識・技
術の教育を行う。

生物機能化学
健康長寿、疾病予防、生物間あるいは生物中の情報
を制御するなど生命活動を高度に維持することを目
的とし、植物や昆虫等のあらゆる生物資源や食品を
対象に、これらもつ機能物質の分離分析による探索
および、機器分析による構造解析を行う。また、機能
発現機構や制御機構を生物有機化学的側面から解
明する。さらに、有用な機能物質の創成も視野にい
れた技術開発を行う。このような、生命維持のための
多様な機能成分の特定から応用を考えることも含め
た教育研究を行う。

分子生物情報学
ゲノムは生物のデータベースのようなものであり、細
胞はゲノムの中から必要な遺伝子情報を引き出し、
タンパク質を合成することで生命機能を発揮する。
本研究分野では、ゲノム解析や遺伝子・タンパク質
の発現解析、タンパク質の構造と機能解析、タンパク
質分子の構造安定性、微生物増殖に伴う発熱過程の
測定といった分子生物学や生物物理化学的なアプ
ローチとインフォマティクスを組み合わせることで、
高次の生命現象を理解するための教育研究を行う。
さらに、これらの情報を利活用し、合成生物学的な手
法による新規機能を持つ微生物の創製や計測装置
の開発を行うことで、環境、化学、エネルギー、医薬
分野への産業応用を目指した教育研究を行う。

生理活性化学
分子同士がお互いを選んで結合する分子認識が生
命活動の鍵を握っている。そのような分子認識を有
機化学的に捉え、一歩ずつ解明していく立場から、バ
クテオリオファージの宿主認識や医薬品の皮膚透過
機構を解析しよりよい薬や機能性素材生み出すため
の基礎研究を行う。そのため、ファージや大腸菌、皮
膚をタンパク質や糖鎖、反応する分子にまで細かく
分けていき、それぞれの挙動を物理化学的に調べる
手法に重点を置く。また、医薬品を効率的に合成す
る反応の開発や、食品・飲料の美味しさを解明する
応用研究も行う。

生物制御生化学
生命現象は、分子の化学反応や分子間相互作用等
の秩序ある分子の動的変化によって行われている。
本教育研究分野では、多様な生命現象を多種の分
子の動的変化から構築されている分子システムとし
てとらえ、その分子システムの成り立ちおよび制御機
構を有機化学的および生化学的に研究し理解する。
次にそれらの構成要素である分子あるいは新規な
分子を人為的に作成し、新しい機能を持たせる分子
システムを構築する。さらに、得られた結果を創薬や
医学等の生命科学に応用・実用化する。このような
観点から生命現象の理解および生命現象の応用に
関する教育・研究を実施する。

微生物遺伝学
有用微生物の生理機能を解析して産業に応用する
ことを究極の目的としている。微生物の遺伝子解析
から得られた情報をもとにして分子育種による微生
物の高機能化をめざして、微生物分子遺伝学、応用
微生物学、遺伝子工学、代謝工学、酵素化学を基盤と
した研究を行っている。具体的には、嫌気性菌による
有用物質生産の改良を目標として、特に植物バイオ
マスからのバイオエネルギーの効率的生産に関す
る分子遺伝学的な研究に力を入れている。また、糸
状菌が生産する有用酵素遺伝子の発現制御機構を
解明し、酵素の生産性を改良するための基礎研究を
行っている。

栄養化学
食物に対する生体の応答を個体、組織、細胞、さらに
分子や遺伝子レベルで明らかにすることを目的とし
て研究している。具体的には、動植物・微生物から得
られた未利用資源などから生体調節機能を有する
成分を精製して構造解析を行い、動物実験や細胞培
養の手法を用いてそれら成分の作用機作を解明す
ることで、健康の増進や生活習慣病の予防や改善に
役立てる研究を行っている。主なテーマは、食品の
機能性に関する研究、食品（茶）成分による骨代謝調
節、気管支喘息モデルマウスを用いた食品由来抗ア
レルギー成分に関する研究、核小体タンパク質の機
能に関する研究などである。

食品発酵学
アルコール飲料、納豆、ヨーグルトなど様々な食品が
微生物による発酵により生産されている。本研究分
野では、このような発酵に関与する微生物の役割や
機能について、理解を深めるための教育を行う。ま
た分子生物学、細胞生物学、微生物遺伝学の手法や
化学分析手法により、微生物の発酵代謝産物や代謝
機能を解析し、発酵微生物の活用に向けての研究を
行う。これにより発酵食品開発や微生物活用に貢献
できる人材を育成する。

食品生物情報工学
食品や農産物の構造・かたち・色彩・味・機能などと
いったマクロな生物情報に関して、分子・細胞・個体
にいたる様々なレベルで解析し、生物情報を食料の
生産、加工、流通に最大限に活用するための生物・
食品化学工学的な基礎と応用について教育・研究を
行う。また、代謝に伴い現れる様々な生物情報の定
量的かつ速度論的な特性を把握し、様々なバンドの
光計測技術を応用して実際の食品製造や農林水産
業の現場における生物プロセスに関する問題に取り
組むための専門的教育と研究を行う。

食品化学
食品素材に含まれる化合物の構造・性質・利用・分析
方法について教育研究する。また、食品成分の合成・
分解・変換に関与する酵素の構造・機能・応用につい
て教育研究する。特に、栄養成分や機能性成分とし
て重要である多糖（デンプンや食物繊維）やオリゴ糖
などの糖質と、その関連酵素を主な研究対象とする。
また、有用な食品成分の効率的製造や新たな食品
素材の創出を目指して、酵素や微生物を利用した物
質変換方法の開発に取り組む。

生命機能化学教育コース 海洋生命分子化学教育コース

生命機能化学教育コース 
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水圏増殖学プログラム 海洋生産学プログラム

水圏増殖学プログラム 海洋生産学プログラム

海洋生物資源学科

研究室紹介 ＊学科・研究室の教員紹介については、教職員紹介パンフレットを参照してください（裏表紙にQRコードがあります）

生物海洋学
海洋に生息する植物プランクトンの個体群動態と環
境要因との関係ならびに植物プランクトンを出発点
とする物質循環について、浮遊生物学的および海洋
化学的な視点から教育研究を行っている。現在取り
組んでいる主なテーマは次の通りである。
（1）植物プランクトンの群集構造に関する研究
（2）有害・有毒微細藻類の生理生態学的研究
（3）Th-234をトレーサーとした有機物質の下方輸送

見積もり

水族生理学
魚類感覚器の特性解明を主な研究テーマとする。視
覚の機能特性（視力・視野・色覚・光感度など）を組織
構造や遺伝子解析により調べ、魚類が様々な水深・水
域の光環境に適応して多様性を形成した仕組みを理
解する。また、餌生物由来の化学物質に対する嗅覚や
味覚の感受性を調べ、摂餌生態との関連や摂餌刺激
機構の解明を行う。遊泳・摂餌行動の日周期性や生物
時計の関与についても研究する。さらに、得られた知
見を高い生産性を実現し、かつ生態系保全にも配慮
した魚類増養殖技術開発へ応用する研究も行う。

藻類学
海藻・海草群落は藻場と呼ばれ、沿岸域の主要な一
次生産者としての役割を持つ。藻類学研究室では、
沿岸生態系における藻場の役割に関する知見を得
ること、海藻・海草の生育に必要な環境要因を解明
すること、それらを応用して藻場・海藻の増養殖手法
を開発することを目的としている。そのために、野外
調査と室内実験により、物理的・生物的環境要因と海
藻・海草との相互作用を教育研究している。

浅海増殖学
浅海域は太陽からのエネルギーを基礎生産の源とし
た海洋における主要な生物生産活動の場である。本教
育研究分野では、浅海域の高い生産性を利用した食
料生産の場としての有効活用と、その持続的な発展を
阻む様々な問題解決を目的とし、浅海域に生息する多
種多様な水圏生物の生理・生態・増殖メカニズムにつ
いて、個体から分子レベルにわたる様々な面からの教
育研究を行っている。

先端養殖管理学
健全な養殖魚介類の安定的生産を阻害する諸問題を先
端の科学技術を応用して解決するための教育・研究を行
う。最も注目すべき病害の問題に対しては個体、細胞およ
び分子のレベルから病態や病原因を総合的に解析し、有
効な診断法、治療薬および予防法を開発するとともに、そ
れらを利用した病害防除に関する研究を行う。養殖魚介
類には数多くの疾病が存在するが、甚大な産業的被害を
引き起こす感染症の研究は最重要なテ－マである。

魚類増殖学
近年、海や川、湖における魚類の減少が著しい。その原
因は、汚染や破壊などの環境の悪化、乱獲、外来生物の
侵入などさまざまであるが、多くの場合、人間の活動が
要因である。我々が原因で減少している魚類を、どうす
れば増やす事ができるのか。魚類の生態や生活史を明
らかにする事によって、魚類の視点から魚類を増やすた
めの研究に取り組んでいる。また、伊勢湾や熊野灘、そ
の他日本近海に生息する鯨類の生態や、水族館で飼育
されている鯨類についても研究を行っている。

海洋生態学
海と陸が出会う海岸域は多様な海洋生物を育む重
要な場所である。海洋生態学研究室は、海と陸の境
界領域である海岸域の多様な環境（干潟、砂浜、塩性
湿地、感潮河川、藻場等）を生物が生息場所としてど
のように利用しているかを教育・研究している。さら
にまた、海産絶滅危惧種や外来（移入）種の生態解
明に関わる教育・研究にも取り組んでいる。

水圏資源生物学
水産上重要な二枚貝類の持続的有効利用を目指し、
それらを中心とした水圏無脊椎動物（アコヤガイ・ア
サリ・シジミなど）を対象として、発生、遺伝、生態に
関する研究を行う。現在行っている研究の具体例は
以下の通りである。
（1）アコヤガイ高品質真珠養殖技術に関する研究
（2）二枚貝の初期発生と繁殖様式に関する研究
（3）雄性発生種タイワンシジミの分子遺伝学的・生

態学的研究
（4）二枚貝の消化機構と摂餌生態

水圏分子生態学
水圏分子生態学教育分野では、「DNA情報から生物の
多様性（生態、形態、行動）の謎と歴史（進化）を探る」
を目的として、魚類を中心とした脊椎動物、軟体動物
を対象に研究を行っている。具体的内容としては、
（1）生物進化ならびに適応様式の解明
（2）外来種の定着成功のメカニズムの解明
（3）希少種保護に向けた知見の収集
（4）分子情報を用いた育種技術の開発が挙げられる。

海洋個体群動態学
水産生物の個体群動態を明らかにするとともに、管
理・保全するための理論と応用に関する教育研究を
行う。現在、（1）我が国の沿岸沖合資源の評価や管
理、（2）水産資源学の数学的理論、（3）渓流魚の資源
管理、などについて教育研究を行っている。

応用行動学
水生動物の行動計測と生息域の環境観測をもとに、
生態や分布の特徴と環境との関連を明らかにする。
具体的には、魚類や甲殻類の行動計測装置の開発、
生息環境の把握、実験装置内で生息環境の再現、行
動の周期性解析、感覚器官の能力解析、環境変化に
対する適応能力の解析等である。その応用として水
産資源の効率的かつ持続可能な漁獲・利用に関す
る教育研究を行う。

KEY
WORD

海洋生物資源学科では、海洋環境や海洋生物資
源を取り巻く様々な問題に対して多面的な視野
からの解決能力を有する人材を育成し、豊かな社
会の実現に貢献することを目指しています。

●水族生理学
●水族生理学実験
●水族病理学
●水族発生遺伝学実験
●浅海増殖学実習
●水圏環境生物学
●水産飼餌料学
●水族発生学
●魚類増殖学

●水族繁殖学
●水族病理学実験
●魚類種苗生産学実習
●水族神経科学
●分子生態学

●浮遊生物学
●藻類学
●海洋個体群動態学
●底生生物学
●漁業生産学
●海洋植物学実験
●海洋動物学実験
●藻類学実習
●海洋化学

プランクトンから魚類・鯨類までの様々な水生生物を対象にして、海洋における生物と環境との関係を理解し、遺伝子レベルから生態系レベルにわたる
多様な視点から、海洋生物資源の保全と持続的有効利用法について総合的に学ぶことができます。

大学院、
水産業関連、食品関連、バイオサイエンス関連、医薬・化粧品関連、
海洋開発等のコンサルタント関連の企業、
教員、官公庁など

高等学校教諭一種免許（水産）、
学芸員

   海洋生物資源学
教育コース

取得可能
な資格

卒業後の
主な進路

海洋生物
資源学科

D e p a r t m e n t  o f  M a r i n e  B i o r e s o u r c e s

●海洋生物　●水産増養殖　●水産資源管理　●海洋生態系保全　●生物多様性

生物資源学総論　フィールドサイエンスセンター体験演習　技術者倫理　卒業研究
学部必修

海洋生物学　細胞生物学　生理学　魚類学　水産学総論　臨海実習　乗船実習　海事概論　海洋観測航海実習
海洋生物資源学概論　生物科学英語　海洋生物資源学演習Ⅰ　生物統計学　海洋生物資源学演習Ⅱ

学科必修

コース必修

海洋環境調査実習　海洋総合航海実習　水産生物学実習
栽培漁業学　海生哺乳動物学　海生哺乳動物学実習　水産経済学　大気海洋科学

選択科目など

海洋生物資源学教育コース
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飼育下のハンドウイルカの親子

熊野灘を泳ぐハンドウイルカの群れ

勢水丸の甲板で作業をする実習生

生物資源学部には、学外の附属教育研究施設として、農場、演習林、水産実験所の3つの施設で構成される附属紀伊・黒潮生命地域フィ
ールドサイエンスセンターと練習船（勢水丸）の4つの施設があります。これらの施設は、広範囲な複合的フィールドを研究対象とし、さまざ
まな農林水産物、環境、自然エネルギーなどに関する教育研究拠点として利用されています。生物資源学部の1年生は、4つの施設のうち3
つを訪問し、各施設を体験することができます。また、その後の専門教育課程では、各自の専門性に適した施設で、さらに充実したフィール
ド実習や研究を行うことができます。

伊勢湾

熊野灘

三重県
三重大学

紀伊半島の代表的な自然植生を示し、学術的にも責重な
森林・国土保全フィールドです。森林・緑地のもつ多面的
な機能や森林資源の有効利用などに関する研究を実施
するとともに、森林資源の育成・利用・保全に関する実験
や実習を行っています。

2 演習林

自然・生物エネルギーを利用した持続的な農業生産に関する多様
な実習教育を行うとともに、教員・学生の研究の場として活用され
ています。作物、施設園芸、果樹、畜産、農産加工、農業機械などに関
する様々な内容の実習を行い、農業全般の理解を図ります。

1 農場

豊かな生態系を有する伊勢湾口部に位置する水産
実験所は、プランクトン、海藻類、無脊椎動物、魚類等
多様な海洋生物を用いた学生実習や教員・大学院生
の研究に利用されています。また、海洋生物の資源
生態学的研究や、水産に関する情報科学、水産資源
の有効活用に関する研究等が行われ、実験所独自の
研究も活発に進められています。

3 水産実験所

附属紀伊・黒潮生命地域 フィールドサイエンスセンター

附属練習船 勢水丸

 

附属教育研究施設
充実したフィールド体験学習

勢水丸は、講義で学んだ知識を、海に出て観測や採集作業を実践し
て理解する洋上実験室です。海の中にどんな生き物が、いつ、どこで、ど
のような生活をしているか、その生き物たちを取り巻く環境～水温や塩
分の分布、黒潮や水塊の流れなどの海洋構造の解明～、更には地球規
模での気象の解析調査など様々な実習航海や調査航海を行います。航
海海域は、伊勢湾、熊野灘など沿岸域から東シナ海、南西諸島、小笠原
諸島の外洋におよびます。

附属鯨類研究センターは、平成28（2016）年12月に大学院生物資源学研究科内に新
たに設置された研究のための組織です。世界の海には約90種のクジラやイルカの仲間
（鯨類）が生息していますが、日本の周辺海域には、その約半分の40種が来遊、生息して
います。三重大学のキャンパスが面する伊勢湾にも、スナメリという体長2メートルに満た
ない小さなイルカが1年中生息しています。日本では、これら鯨類を漁業の対象として歴史
的にも長く捕獲して食用にしたり、水族館等での飼育展示に供したり、あるいはウォッチン
グの対象として観光資源としても利用しています。野生の大型海生哺乳類としての鯨類に
対しては、国際的にもさまざまな見方や考え方がありますが、鯨類研究センターでは、飼育
個体、野生個体を問わず、また地域も限定せず、広くそれらを研究対象と考え、水族館等に
おける飼育個体の繁殖推進に関する基礎から応用にいたる研究、野生鯨類の資源として
の利用と保全のための研究等を生理学、生態学、動物行動学、生物音響学、分子生物学、
生化学等、さまざま手法を駆使して調査・研究を進めていきます。また、研究推進のための
研究者間の交流や学生の学内外での教育プログラムの開発にも取り組んでいます。

生物資源学研究科附属練習船勢水丸は、中部地区の大学（国立大学法人）が
所有している唯一の水産・海洋系練習船です。勢水丸は平成22年6月に文部科
学省により「教育関係共同利用拠点」として認定され、練習船を保有しない大学
等の学生にも航海実習の機会を広く提供し、様々な活動を行っています。
勢水丸拠点化の目的は「黒潮流域圏における生物資源と環境・食文化教育」

の推進です。従来から行ってきた海洋生物資源や環境についての実習教育をさ
らに充実して学内外に提供することに加え、資源や環境に支えられた食文化と
それに関わる漁業や流通、保存、加工、消費といった一連の人間活動について
の教育を行うことを目指しています。この食文化教育では、特に伊勢湾・熊野灘
を中心とした海域での洋上実習と各地域の魚市場や海産物加工場の見学等を
組み込んだ特徴的な実習を体験し、黒潮流域圏に位置する三重の海洋
環境ならびに気候風土と地方食文化を学ぶ機会を得ることができま
す。
さらに、講演会やシンポジウムを開催しており、拠点の取り組みや共
同利用実習航海の成果を学内だけでなく一般に向けて紹介するととも
に、学習の機会を提供しています。

－海洋生物資源としての鯨類の持続的利用のために－
附属鯨類研究センター

文部科学省「教育関係共同利用拠点」認定

黒潮流域圏における生物資源と
環境・食文化教育のための共同利用拠点

勢水丸の概要
長さ（全長）

幅（型）

深さ（型）

総トン数

国際トン数

資格および航行区域

常用航海速力

定員（合計）

推進電動機

50.90m

8.60m

3.75m

318トン

491トン

JG、国際航海・A3水域

約10ノット

44人

1,000kW×1台

1

3
2
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Q
A 研究と卒業研究の発表です。研究室では、先生方、先輩後

輩、同級生に大変お世話になりました。発表練習は夜遅くま
で先生に付き合っていただいた甲斐もあり2位をいただくこ
とができました。いかにわかりやすく伝えるか、に重きを置
いて考えたことが仕事にも活かせていると思います。

大学での一番の思い出

Q
A トマトに関する研究をする中で、研究論文を読み取って新た

な分析方法を試行錯誤したことや試験結果がなぜそうなっ
たのか自分自身で考えたこと等の経験から身に付いた「自
分でよく考え意見をもつこと」は仕事をする上で意識するよ
うにしています。また、授業や実習で学んだ植物の基本的な
知識は今の仕事の土台になっていると感じます。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A 普及員として主に水田農業（水稲・小麦・大豆）を担当してい
ます。普及員は農家さんへの技術指導等を通じて経営支援
を行ったり、JA等の関係機関と地域の農業の維持活性化に
向けた取り組みを行ったりしています。農家さんはベテラン
の方ばかりで教えて頂くことの方が多いですが、徐々に関係
を築いて何か頼ってもらえた際は嬉しく感じます。

現在の仕事の内容

Q
A 大学生になったら自分で自由に使える時間が沢山あります。

大学生の時の経験は社会人になってから役に立つことも多
くあると思うので、思いついたらすぐ実行！で充実した学生
生活を送ってほしいです。今は受験勉強で大変だと思いま
すが、大学生になったらやりたいことを妄想してそれを楽し
みに、日々頑張ってください。

高校生（受験生）へのエールを一言

三重県四日市鈴鹿地域農業改良普及センター
四日市普及課

Q
A 研究室での研究の日々です。微生物の遺伝子を組み換えて

稲わら等から直接バイオ燃料を作るための研究をしていまし
たが、なかなか上手くいかないことが多く、教授や研究室のメ
ンバーにアドバイスを貰いながら試行錯誤をする日々でし
た。だからこそこれまでの努力が実を結んだときはすごく嬉し
かったですし、失敗の日々すらも今では良い思い出です。

大学での一番の思い出

Q
A 現在は化粧品の研究をしております。学生時代に学んだ化

学の基礎知識はもちろんのこと、中でも研究で壁に当たった
ときに諦めずに取り組む姿勢や、現象を根本から理解しよう
とする考え方は仕事でもとても大切で、役に立っていると実
感しています。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A 化粧品の製品開発を行っています。化粧水やクリームなどのスキンケア製

品からファンデーションなどのメイク製品まで幅広く扱っており、ビーカー
を使った小スケールでの試作、評価を行い、お客様にご満足いただける製
品を開発できるよう日々検討を行っています。求める使用感を追求するた
めには時には地道な検討が必要なこともありますが、満足いく製品を開発
することができた時は非常にやりがいを感じることができる仕事です。

現在の仕事の内容

Q
A 大学は勉強だけではなく、たくさんの人や経験に触れること

ができる、そして成長できる非常に貴重な場であると思って
います。大学受験は本当に大変ですが、この時期に頑張った
ことは皆さんの人生の中で今後きっと活きてきます。悔いの
無いように、精一杯頑張ってください。応援しています！

高校生（受験生）へのエールを一言

株式会社桃谷順天館
研究本部中央研究所

太地町立くじらの博物館

Q
A やはり研究室ですね。木材成分を分子レベルで有効活用す
る研究を行っていましたが、上手くいかないことの連続で恩
師・友人と徹底的に議論したり、条件を少しずつ変えて何度
も実験を繰り返しました。それだけに、成果が出たときや学
会終わりのビールは本当に涙が出るほどおいしかったです
（笑）。

大学での一番の思い出

Q
A 研究自体はほとんど役に立っていません（笑）。しかし研究を

通して培った「理論的に考えること」「常に学ぼうとする姿勢」
などは、大いに役立っていますし、基礎的な科学知識もいろ
いろと役に立ちます。また社内外に大学の友人が若干いる
ため、仕事の円滑化にも役立っています。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A ヘアカラー・ヘアケアなどの、薬剤以外の設計開発を行って

います。CADで設計したデータを3Dプリンタで作製し、自分
で使ったり人に使ってもらったりして、トライアンドエラーを
繰り返しながら、お客様の使いやすさ・薬剤の品質の安定・
安全性・生産性などを考えて開発しています。

現在の仕事の内容

Q
A 今「なぜこんな勉強をするのかわからない」と感じている人
もいることでしょう（実際私もそうでした）。それでも今は勉強
することをお勧めします。今の勉強そのものが役に立つこと
は少ないですが、勉強で鍛えた思考能力は、この先の人生
で何よりも強い武器になります。頑張ってください。

高校生（受験生）へのエールを一言

Q
A 研究室配属から卒論発表まで本当に濃い時間で、熱心に指

導してくださった先生、苦楽をともにした仲間との研究室生
活が一番の思い出です。実験が順調に進むときもあれば、進
まないときもあり、常に研究に没頭することができました。毎
日が充実し、楽しんでいたことを鮮明に覚えています。夜遅く
まで研究室に残って語り合ったことは良い思い出です。

大学での一番の思い出

Q
A 今は企業で研究をしていますが、すべての基礎は大学の卒業研

究を通じて培われました。論文の探し方や読み方・書き方、スライ
ドの作り方、発表の仕方はもちろんのこと、なにより、研究成果を
得られた時の喜びを知ることができました。注意深く観察し、よく
考え，隅々まで調べるといった研究対象に真摯に向き合う姿勢の
大切さを身をもって学ぶことができ、今の仕事に役立っています。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A スイカとメロンの品種改良をして種を販売する会社に勤め
ています。主な業務はスイカやメロンの品種や栽培方法，栽
培環境，収穫時期の違いが成分含量に及ぼす影響を研究し
ています。加えて，スイカの加工食品を開発するために適切
な品種の育成や栽培方法，加工方法などについても大学と
共同で研究開発をしています。

現在の仕事の内容

Q
A 三重大学はとても素晴らしい場所です。受験戦争を勝ち抜

けば，多くの出会い，楽しみ，学びを得られることでしょう。そ
して，将来やりたいこと，就きたい仕事を見つけることができ
ます。くじけず受験勉強を乗り越えてください。きっと明るい
未来が待っています！

高校生（受験生）へのエールを一言

株式会社萩原農場生産研究所
技術開発部バイテクチーム

Q
A 私はダイビングが好きで、流氷の下に潜ってクリオネを観察
したり、オーストラリアの僻地までホホジロザメを見に行った
りと色々な思い出があります。その中で一番は研究室での研
究の日々です。海に潜って海洋生物の調査をして、研究室に
籠って徹夜で実験をしたこともありました。大変でしたが、地
道に研究を続けて成果が出た瞬間は最高でした。

大学での一番の思い出

Q
A 研究は試行錯誤の連続です。私の研究生活でも1年以上を

費やした実験が失敗したことがありました。しかし、失敗して
終わりではなく、失敗をもとに新しい実験を考えて研究を続
けました。そういった物事を地道に続ける力は仕事でも役に
立っています。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A 尾鷲市の水産業に関する業務に携わっています。海藻のヒ
ロメや牡蠣の養殖試験、海に潜っての生物調査といったフィ
ールドワークに加え、報告書作成等の事務仕事をしていま
す。また、新しく漁師になりたい方の就職相談にのったり、漁
業の現場を経験してもらう漁業体験教室を開催しています。

現在の仕事の内容

Q
A 大学は色々な人達に出会え、様々なことに挑戦できる素晴
らしい所です。勉学や研究だけでなく、サークル活動や大学
生活の日々は後から振り返っても、大学に行って良かったと
心から思える経験です。受験勉強を乗り越えて、最高の大学
生活を楽しんでください！

高校生（受験生）へのエールを一言

尾鷲市役所
水産農林課

Q
A 研究室で様々な観測を体験できたことが一番印象に残って

います。他の大学と比較して、研究室に配属される時期が早
い分、多くの経験をすることができたと思っております。特に
三重大学附属練習船・勢水丸では、そこでしかできない研
究観測の最先端に触れさせていただいていたのだと、後か
ら思い返すことが多いです。

大学での一番の思い出

Q
A 大学では物理学・気象学の基礎を丁寧に教えていただき、ま

た学ぶ機会も多く得ることができました。私が気象庁に入庁
できたのはその基礎があったからこそと思っております。ま
た、気象庁のカバーする分野は幅広く、共生環境学科で様々
な研究分野に触れたことが、その助けになっていることは確
かです。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A 2019年11月末から第61次南極地域観測隊の定常気象観

測の高層担当として南極の昭和基地に向けて出発します。
現在はその観測に必要な器材や物資などの調達・調整が主
な仕事です。帰還予定の2021年3月まで約1年半の南極で
の高層気象観測が楽しみで仕方ありません。
（本記事は2019年当時に執筆）

現在の仕事の内容

Q
A 研究室として他大学と積極的に観測で交流したこともあり、

同じ61次隊気象メンバーにかつて一緒に船で観測した人
がいたりと思わぬ繋がりがありました。大学ほど様々な研究
分野やそれに携わる様々な人に触れる機会がある場はあり
ません。今の努力がそこに繋がるよう応援しております。

高校生（受験生）へのエールを一言

気象庁 南極観測事務室
第61次南極地域観測隊　隊員

Q
A プログラミングに明け暮れていた研究室生活ですね。私は

画像処理を使った研究をしていたのですが、新しいスキル
を習得していくことがとても楽しく、昼も夜も夢中で研究して
いました。何か成果を出したとき、周りの友人や教授から「ど
うやってやったの？」と聞かれるのが嬉しく、みんなを驚かせ
てやろうと頑張っていた頃を今でも思い出します。

大学での一番の思い出

Q
A プログラミングはもちろんですが、力学・電気・制御工学・設

計製図など幅広く学べたことも大きな財産となっています。
機械はもちろんソフトウェアだけでは動きません。機械設
計、制御設計、ソフト設計とそれぞれの分野のチームが協力
して機械を設計していきます。こうした中で横断的な知識を
持っておくことはとても大切なことだと実感しています。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A 母なる機械"工作機械"の頭脳であるCNC装置のソフトウェア

設計をしています。工作機械とは金属などを加工し、あらゆる
製品の部品を生み出す機械のことです。その工作機械を動か
すために搭載されるのがCNC装置です。仕事では新機能の仕
様考案からプログラミング・デバッグまで一貫して行ってお
り、業務内容は幅広くやりがいのある仕事です。自分が関わっ
た製品が世界中のあらゆる業界で製品を生み出していくこと
にワクワクしながら日々仕事に取り組んでいます。

現在の仕事の内容

Q
A 高校で勉強したことは大学でも社会でも大いに役に立ちま

す。受験勉強は大変で苦しい時期もあると思いますが、後悔
しないように精一杯頑張ってください。きっと大学ではワクワ
クするような楽しいことがいっぱい起こります。

高校生（受験生）へのエールを一言

ヤマザキマザック株式会社
NC開発一部二G

出身研究室［学科］／園芸植物機能学研究室［現・資源循環学科、在籍時・生物圏生命科学科］尾﨑 智美 さん

出身研究室［学科］／木質分子素材制御学研究室［現・資源循環学科、在籍時・共生環境学科］

ホーユー株式会社
マーケティング本部 商品管理部 包材開発1課

北林 由嗣 さん 須江 夏希 さん

平松春香 さん緒方 香都 さん

出身研究室[学科]／分子生物情報学研究室[現・生物圏生命化学科、在籍時・生物圏生命科学科]

出身研究室[学科]／魚類増殖学研究室[現・海洋生物資源学科、在籍時・生物圏生命科学科]出身研究室［学科］／気象・気候ダイナミクス（在籍時・地球環境気候学）研究室［共生環境学科］ 

出身研究室[学科]／水圏材料分子化学研究室[現・生物圏生命化学科、在籍時・生物圏生命科学科]

出身研究室[学科]／藻類学研究室[現・海洋生物資源学科、在籍時・生物圏生命科学科]出身研究室［学科］／生物環境制御学研究室［共生環境学科］ 田中 貴章 さん 石川 達也 さん

藤田信吾 さん

OB・OG紹介OB・OG紹介OB・OG紹介OB・OG紹介

Q
A サークル活動です。三重大学は他の大学とは違い、1つのキャンパスに様々な

学部の人達が集まっているので、自主的に行動すれば多くの人と関わるチャ
ンスがあります。私は大学祭実行委員会を始め、スキューバダイビングやバレ
ーボールといった様々な分野のサークルに参加しました。勉強や研究に行き
詰まったときに私にとって心の支えとなり、サークルで養われた技術や知識は
もちろん、出会った人との繋がりや思い出は一生の宝物となりました。

大学での一番の思い出

Q
A 「人に伝える」ことの大切さを専門的に学ぶことができたこと
です。学部の授業では英語を用いて学生同士で発表し合っ
たり、研究室では毎週ゼミを行い先生方や先輩たちに研究
を発表しました。今では職場内の上司や先輩、お客様、学会
発表など、公式な場でも正しく人に伝え、自分から積極的に
発信することができるようになりました。

本学部・大学院を卒業して、今の仕事に役立っていること

Q
A 主にカマイルカ、スジイルカ、シワハイルカなど小型鯨類の

飼育やショー運営を行っています。生き物相手だと上手くい
かないことも多いですが、日々の成長を一番近くで感じられ、
非常にやりがいがあります。また、鯨類の行動研究を専門に
行動観察やデータ解析なども行っています。今でも大学時代
にお世話になった先生方に助言して頂くことも多いです。

現在の仕事の内容

Q
A 私が高校生の頃はただ哺乳類が好き、海が好きというだけ
で、明確に将来を決めていた訳ではありません。大学に入
り、様々な勉強や研究に取り組むにつれて、やりたいことが
出来てきます。大学は無限の可能性があり、本当に楽しいと
ころです。夢の選択肢を広げるといった意味でも今の努力は
無駄にはならないはずです。ぜひ頑張ってください。

高校生（受験生）へのエールを一言
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令和2年度卒業生の産学別内訳 就職支援
海外の大学との交流事業と国際関連コース
現在、三重大学は110を超える数の世界中の大学や学部・研究科と交流協定を結んでおり、留学生
の交換や研究・教育交流を盛んに行っています。これらの交流協定のもと、毎年たくさんの海外から
の学生が生物資源学研究科／学部に留学し、農林水産業や環境に関する新しい技術や理論を学
んでいます。また、選択科目の中で英語で学べる科目が提供されており、グローバルな視点を持っ
て地域社会で活躍できる専門知識や実践力を身につけることができます。

二つの学位が同時に取れる大学院プログラム
大学院生物資源学研究科はインドネシアにあるスリウィジャヤ大学（パレンバン市）とパジャジャラ
ン大学（バンドン市）の両大学院との間でそれぞれ、総合的食料生産・管理計画学と持続的地域発
展・保全学のダブルディグリー修士プログラムを実施しています。博士前期課程1年次はインドネシ
アにおいて講義受講を、2年次は日本において研究を実施し、両研究科が行う修士論文の審査およ
び最終試験に合格するとプログラム修了証書ならびに三重大学とインドネシアの大学からの二つ
の修士の学位が同時に授与されます。講義や研究指導はすべて英語で行われるので高い語学力
が必要ですが、短期間で生物資源にかかわる高度な内容の専門知識の習得と実践力を身につけ
ることが可能となるので大変人気のあるプログラムです。現在はインドネシアからの入学生が主で
すが、今後は日本人学生の入学が増えることを希望しています。

生物資源学部を卒業する学生の30～40％は、大学院（生物資源学研究科）に進学して、さらに研究を続けています。卒業研究に取り組める
時間は、長くても1年少ししかありません。より専門的な知識を習得しながら、問題点を探し、それを自分で解決するのは大学院でのひとつ
の醍醐味といえるでしょう。研究者を目指す人は、「博士号」を有していることが最近ではほぼ条件になっています。自分の進路選択のひと
つとして、大学院という道も検討してみてはどうでしょうか。

学部から大学院まで通すキャリア形成
過去2年間の卒業生の進路（学部卒および大学院修了、すべての学科または専攻をまとめて記載）

国際交流

学 部 卒 大学院修了
●公務員農林水産省、国土交通省、財務省、国税庁、林野庁、水産庁、国家公務員Ⅱ種、名古屋税関、水資源機構、三重県、愛
知県、岐阜県、静岡県、滋賀県、京都府、奈良県、和歌山県、兵庫県、富山県、愛知県教育委員会、神奈川県教育員会、津市、いな
べ市、四日市市、伊勢市、名古屋市、刈谷市、小牧市、岡崎市、一宮市、岐阜市、多治見市、五條市、三重県視覚障害者支援センタ
ー、愛知県警察、静岡県警察本部、三重大学、東海国立大学機構名古屋大学、沼津工業高等専門学校、東海農政局、岐阜県土地
改良事業団体連合会、近畿農政局、大阪国税局、他
●農林水産業・関連団体 JA（全農みえ、みえ厚生連、あいち知多、共済連岐阜、他）、農業協同組合、西垣林業、カネコ種苗、
トヨタネ、イノチオグループ、林牧場、新規就農、他
●食品・化学キューピー、Mizkan、日本水産、サンジルシ醸造、ヤマザキ製パン、フジパングループ本社、太陽化学、井村屋、
敷島製パン、田中食品興業所、カゴメ、アピ、桂新堂、イチビキ、ヤマモリ、太田油脂、丸大食品、豊田合成、浜乙女、日本食研ホー
ルディングス、香月堂、天野エンザイム、ADEKA、荒川化学工業、佐藤食品工業、コシイプレザービング、ヤマザキ、デリカフーズ、
九鬼産業、伊藤忠製糖、伊藤忠飼料、春日井製菓、日本農産工業、メリーチョコレートカムパニー、えびせんべいの里、大光、栃本
天海堂、エースコック、タカラベルモント、日本曹達、明星食品、寿がきや食品、カネ美食品、名城食品、東海漬物、全農チキンフ
ーズ、ユーハイム、コカ・コーラボトラーズジャパン、エステートケミカル、木田屋商店、カリモクグループ、ユーシーシーコーヒー
プロフェッショナル、東貿（丸忠グループ）、二軒茶屋餅角屋本店、マルサンアイ、他
●医薬品・化粧品第一三共、御木本製薬、ミルボン、ニプロファーマ、アラクス、栄新薬、他　
●建設・運輸 JR東日本、JR東海、中日本航空、ANA関西空港、大和ハウスリフォーム、東亜道路工業、セオリーファクトリー、福
玉精穀倉庫、丸栄コンクリート工業、日本工営、みらい建設工業、LIXIL、他
●機械・電気日本車輌製造、テクノプロ・デザイン、東海理化電機製作所、ソリューションファーム、キャタピラージャパン、
FUJI、デンソーパワトレインテクノロジーズ、フジデノロ、CKD、パナソニック、クボタ、マキタ、トヨタ車体、アイシン精機、アイシン
高丘、デンソーパワトレインテクノロジーズ、オークマ、エヌエス環境、松田電機工業所、エヌエスディ、ファイン、他　
●情報・通信 NTT西日本、日立システムズ、中電シーティーアイ、KSK、カーネル・ソフト・エンジニアリング、ビーピーオークリ
エイト、ビーネックスソリューションズ、LASSIC、鈴与システムテクノロジー、NECソリューションイノベータ、日研トータルソーシ
ング、システムサーバー、井桁堂、サンスイコンサルタント、アビームシステムズ、メディカル一光、リコージャパン、アイサンテク
ノロジー、アイヴィス、アレクシード、QUICK、OSK、電通名鉄コミュニケーションズ、伊藤忠テクノソリューションズ、アイヴィス、ベ
リサーブ、フジ地中情報、日本国土開発株式会社、富士ソフト、アイピーシステム、キオクシア、他　
●その他百五銀行、中部電力、あおぞら銀行、富士電機、ヤマザキマザック、日清紡ホールディングス、ドン・キホーテ、トヨタ紡
織、三重県土地改良事業団体連合会、関通、スーパーサンシ、丸永、プレジィール、カチタス、東邦ガス、フルハシEPO、材惣木材、
大和産業、四谷学院、環境機器、揖斐川工業、マルサンアイ、ニトリ、応用地質、キヤノンマーケティングジャパン、日清丸紅飼料、
ワールドインテック、森林テクニクス、クラギ、東京海上日動火災保険、ペットライン、西鉄旅行、クリーン・ルート、IDOM、石塚硝
子、チヨダウーテ、フジクリーン工業、三交企業、理科研、中勢製氷冷蔵、大栄工業、光洋、日本食品分析センター、食品分析開発
センターSUNATEC、テクノ中部、日本工営、NGFホールディングス、国分グループ、NTTビジネスソリューションズ、アカツキ、生活
共同組合ユーコープ、メニコンネクト、イカリ消毒、三菱総研DCS、三重県農業信用協同組合連合会、瀬戸信用金庫、EP綜合、ク
ラギ、NOK、名古屋青果、三琇グループ、KALBAS、玉野総合コンサルタント、NTCコンサルタンツ、三祐コンサルタンツ、明治コン
サルタント、若鈴、スタッフサービス、ヤマザキマザック、ジェイアール西日本伊勢丹、東産業、丹羽由、ユナイテッド・セミコンダ
クター・ジャパン、富士ゼロックス三重、住友電装、高津製作所、イビデン、メモリー、新日本コーポレーション、AHB、天理教本部、
学校法人文化学園、他他

●公務員気象庁、森林総研、鉄道総合技術研究所、三重県、広島県、津
市、鳥羽市、四日市市立博物館、豊田市、愛知県教育委員会、神宮司廳、
MINISTRY OF FISHERIES（トンガ王国）他　
●農林水産業・関連団体住友林業、豊橋飼料、他
●食品・化学  日本ハム、サンエイ糖化、伊藤忠製糖、アピ、美ノ久、タカ
ラベルモント、東海漬物、Mizkan、太陽化学、キユーピー、伊藤ハム、別寅
かまぼこ、一正蒲鉾、清田産業、竹本油脂、デリカフーズ、佐竹食品、横山
食品、藤森工業、サントリー知多蒸溜所、他
●医薬品・化粧品 中外製薬、綾羽工業、浜理薬品工業、丸善製薬、カイ
ゲンファーマ、一丸ファルコス、日本点眼薬研究所、中外医薬生産、他
●建設・運輸 JR東海、三菱自動車工業、NTCコンサルタンツ、中日
本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋、遠州トラック、あおみ建設、
他
●機械・電気日立製作所、富士通クライアントコンピューティング、ダイ
フク、ブラザー工業、東海理化電機製作所、ヤンマー、愛三工業、マキタ、ア
イシン精機、日東電工、パナソニック、日本ガイシ、ボッシュ、セイコーエプ
ソン、オムロンソーシアルソリューションズ、NSKワーナー、他
●情報・通信トヨタシステムズ、TISシステムサービス、鈴与シンワート、
バッファロー、他
●その他三重大学、佐賀大学、大阪物療大学、インドネシア大学、ジャカ
ルタ大学、津商工会議所、日本食品分析センター、日東分析センター、アー
ス環境サービス、中部電力、トヨタ紡織、良品計画、西松屋チェーン、中日
本建設コンサルタント、中央復建コンサルタンツ、三洋テクノマリン、サイ
トサポートインスティテュート、朝日インテック、いであ、平田不動産、建設
環境研究所、テクノ中部、キョーリン、三祐コンサルタンツ、日本製紙、ピー
アンドディーパートナーズ、エキスパートパワーシズオカ、ルネサンス、ピ
ッキオ、自営業、Astra Daihatsu Indonesia、グンゼ、五藤光学研究所、アジ
ア航測、りんねしゃ、クレオ、理工協産、パナソニックインダストリアルマー
ケティング&セールス、いであ、TOKOS、トランザクション、アクアサウンド、
ダイセキ、ダイセキ環境ソリューション、ニチモウ、アセンティア・ホールデ
ィングス、他

大学院・大学進学先

三重大学では、キャリアセンター（キャリア支援チーム）が様々な就職支援
活動を行っています。

就職ガイダンス等
就職活動について、職務適性検査、公務員業務説明会、エントリーシート・
面接対策、インターンシップ研修会など、就職志望者対象の各種ガイダン
スを開催しています。また毎年、三重大学の卒業・修了予定者を対象とした
学内企業説明会を開催しています。令和2年度はオンライン会議システム
を使用して開催し、3月1日～3月5日の5日間にわたり、300社の企業が参加
して行われました。更に三重大学生協とタイアップした公務員講座も開講
しています。

就職情報・相談コーナー
学生が自由に使えるパソコンおよび資料を設置し、企業情報、公務員募集
要項、合同企業説明会案内、インターンシップなどの情報を提供していま
す。また、「進路に迷っている」、「自分はどんな仕事に向いているのかわか
らない」、「エントリーシートの添削をして欲しい」といった学生の進路・就業
相談に対して、キャリアカウンセラーが個別に応じます。

https://www.mie-u.ac.jp/life/career/就職ホームページ

学 部 大 学 院

大学院生物資源学研究科

博士前期課程
大学院生物資源学研究科

博士後期課程生物資源学部

●国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 野菜花き研究部門
●国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所
●国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所
●太陽化学株式会社

連携大学院

●農業生物学講座
●森林資源環境学講座
●国際・地域資源学講座

資源循環学科

共生環境学科

生物圏生命化学科

海洋生物資源学科

資源循環学専攻

共生環境学専攻

生物圏生命科学専攻

●地球環境学講座
●環境情報システム工学講座
●農業土木学講座

●生命機能化学講座
●海洋生命分子化学講座
●海洋生物学講座

●資源循環システム科学講座
●国際資源循環科学講座

資源循環学専攻

共生環境学専攻

生物圏生命科学専攻

●気象・地球システム学講座
●環境・生産科学講座

●応用生命化学講座
●海洋生物科学講座

三重大学大学院（生物資源学研究科、工学研究科、地域イノベーション学研
究科）、北海道大学大学院、東京大学大学院、東京農工大学大学院、東京海洋
大学大学院、千葉大学大学院、筑波大学大学院、名古屋大学大学院（医学研
究科、創薬科学研究科）、岐阜大学大学院、京都大学大学院（農学研究科、理
学研究科、生命科学研究科、防災研究所地震予知センター）、大阪大学大学院
、神戸大学大学院、広島大学大学院、高知大学大学院、九州大学大学院、大阪
府立大学大学院、航空大学校、嘉義大学

大学院生物資源学研究科 就職

製造業
55人

（32.7%）

三重県
27人

（16.1%）

関東地方
47人

（28.0%）

東海地方
（静岡県・岐阜県）
12人（7.1%）

愛知県
64人

（38.1%）

近畿地方
16人

（9.5%）

公務
46人

（27.4%）

サービス業
8人（4.8%）

農業、林業、漁業、鉱業 
3人（1.8%）

建設業 
4人（2.4%）

その他
2人

（1.2%）

複合サービス事業
1人（0.6%） 卸売・

小売業
13人

（7.7%）

学術研究、専門・技術サービス業
13人（7.7%）

教育、学習支援業
3人（内教員2人）

（1.8%）

医療、福祉
3人（1.8%）

不動産業・物品賃貸業 
1人（0.6%）

金融業・保険業 4人（2.4%）

情報
通信業
12人

（7.1%） 電気・ガス
・水道業
1人（0.6%）

運輸業、郵便業 1人（0.6%）

大
学
院
生
物
資
源
学
研
究
科

4年間
（学士）

2年間
（修士）

3年間
（博士）
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入試情報WEBサイト

-

-

-

-

50

50

-

-

-

-

-

-

帰国生徒・社会人
令和4年

1月21日（金）

学校推薦型選抜 Ⅰ・Ⅱ
令和3年

11月27日（土）

後期日程
令和4年

3月12日（土）

前期日程
令和4年

2月25日（金）

以下の記載内容は令和3年6月時点での情報です。より新しい情報は三重大学学務部入試チームまでお問合せください。 共通テスト

個別学力検査

合計

100

-

100

共通テスト

個別学力検査

合計

共通テスト

面接

合計

50

-

50

50

-

50

100

-

100

50

-

50

50

-

50

300

250

550

200

◆200

◆400

200

-

200

300

250

550

200

◆200

◆400

200

-

200

400

-

400

200

-

200

200

-

200

-

-

-

-

-

-

-

300

300

1,200

500

1,700

700

250

950

700

300

1,000

共通テスト

面接

合計

50

-

50

50

-

50

150

-

150

100

-

100

350

-

350

-

300

300

700

300

1,000

一
般
選
抜（
前
期
）
一
般
選
抜（
後
期
）

推
薦
Ⅱ

試験の区分
（各学科共通）

ペーパー
インタビュー国語学　科 地歴・公民 数学 理科 外国語 面接 合計

◆後期日程は、数学および理科（化学または生物）から1教科を選択します。
※推薦Ⅱ・資源循環学科では、２種類の配点で成績を計算の上、高得点の成績を採用します。

●ペーパーインタビューについて

外国語
（日本語又は英語）

面接

TOEIC
専門科目・面接 小論文・面接

一般選抜 社会人特別選抜 外国人留学生特別選抜

一般選抜 社会人特別選抜 外国人留学生特別選抜

試
験
科
目

試
験
科
目

一 般 選 抜 特 別 選 抜

学 校 推 薦 型 選 抜

資源循環学科

共生環境学科

生物圏生命化学科

海洋生物資源学科

合　計

学 科 名 合　計

33

35

43

22

133

15

15

17

8

55

5

3

2

2

12

15

15

16

6

52

1

1

1

1

4

1

1

1

1

4

前期日程 後期日程 推 薦Ⅰ 推 薦 Ⅱ 帰国生徒 社会人

70

70

80

40

260

資源循環学科
共生環境学科
生物圏生命化学科
海洋生物資源学科

資源循環学科（配点Ⅱ）※

資源循環学科
共生環境学科
生物圏生命化学科
海洋生物資源学科

資源循環学科（配点Ⅰ）※
共生環境学科
生物圏生命化学科
海洋生物資源学科

前
　
期

後
　
期

推
薦
Ⅰ（
専
門
高
校
対
象
）

推
薦
Ⅱ（
普
通
科
・
理
数
科
等
対
象
）

生
物
資
源
学
部

大学入学共通テストは課しません。

［5教科7科目］

国（国語）
地歴（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
公民（現社、倫、政経、倫･政経）
数（「数Ⅰ･数Ａ」と「数Ⅱ、数Ⅱ･数Ｂ、簿、情報から１」）
理（物理、化学、生物、地学から２）
外（英、独、仏、中、韓から１）

］から1

［5教科7科目］

［5教科7科目］

国（国語）
地歴（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
公民（現社、倫、政経、倫･政経）
数（「数Ⅰ･数Ａ」と「数Ⅱ、数Ⅱ･数Ｂ、簿、情報から１」）
理（物理、化学、生物、地学から２）
外（英）

］から1

［5教科6科目又は7科目］

国（国語）
地歴（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
公民（現社、倫、政経、倫･政経）
数（「数Ⅰ･数Ａ」と「数Ⅱ、数Ⅱ･数Ｂ、簿、情報から１」）
理（物理、化学、生物、地学から２）
外（英）

］から1

学　科 入学志願者に解答させる教科・科目名 個別学力検査等の概要

資源循環学科

共生環境学科

生物圏生命化学科

海洋生物資源学科

資源循環学科

共生環境学科

生物圏生命化学科

海洋生物資源学科

資源循環学科

共生環境学科

生物圏生命化学科

海洋生物資源学科

資源循環学科（配点Ⅰ）

共生環境学科

生物圏生命化学科

海洋生物資源学科

資源循環学科（配点Ⅱ）

令和4年度入学者選抜における大学入学共通テストの教科・科目等の利用方法について

令和4年度大学入学共通テスト・個別学力検査配点

博士前期課程

外国語
（日本語又は英語）

口述試験

TOEIC
専門科目
口述試験

TOEIC
口述試験

入学試験

※推薦Ⅰ：大学入学共通テストを課さない（専門高校対象）　
※推薦Ⅱ：大学入学共通テストを課す

※大学入学共通テスト『英語』は、「リーディング」・「リスニング」の受験が必須となります。

博士後期課程

＊1次募集＊
令和3年7月12日（月）～16日（金）

＊2次募集＊
令和3年12月6日（月）～10日（金）

＊1次募集＊
令和3年7月12日（月）～16日（金）

＊2次募集＊
令和3年12月6日（月）～10日（金）

募集期間 試験日

試験日募集期間

＊1次募集＊
令和3年8月24日（火）
（志願者多数の場合8月25日も実施）

＊2次募集＊
令和4年1月18日（火）
（志願者多数の場合1月19日も実施）

＊1次募集＊
令和3年8月24日（火）
（志願者多数の場合8月25日も実施）

＊2次募集＊
令和4年1月18日（火）
（志願者多数の場合1月19日も実施）

国（国語）
地歴（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
公民（現社、倫、政経、倫･政経）
数（「数Ⅰ･数Ａ」と「数Ⅱ、数Ⅱ･数Ｂ、簿、情報から１」）
理（「物、化、生、地学から1科目(2科目受験した場合は第1解答科目の得点を採用)」
　または「物基、化基、生基、地基から2科目」）
外（英）

］から1

1教科選択
数「数Ⅰ･数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ」
理「化学基礎･化学または
　生物基礎･生物」
ペーパーインタビュー

数（「数Ⅰ･数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ」または
　「数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ」）
理（物理基礎･物理、化学基礎･化学、
　生物基礎･生物から１）

小論文と面接（出願書類を含む）の結果を
総合して選抜します。

大学入学共通テストと面接（出願書類を
含む）の結果を総合して選抜します。

三重大学入試情報ホームページ　www.mie-u.ac. jp/exam/

令和4年度大学院入試

募 集 定 員入学試験の日程

一般選抜（後期）では、大学入学後の学修への関心・意欲等を総合的に判断するための試験として、ペーパーインタビューを導入し
ています。 詳細については、令和4年度入学者選抜要項（7月発行予定）をご確認ください。
※入学者選抜要項は、三重大学Webサイト「入試情報」からも確認できます。
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生物資源学部では、所定の単位数を修得すると取得可能になる免許・資格や、受検資格が得られるものがあります。

教員免許の取得について
教員免許取得に必要な科目には、学部の卒業に必要な科目の中から指定された、理科、農業、水産の免許に必要な科目だけでなく、教育実習を含む、卒業
単位にはカウントされない教職専門の科目を修得する必要があります。通常のカリキュラムと並行してこうした科目の修得を目指すには大変な努力が必要
ですが、農業、水産の免許は教育学部では取得できませんし、高校の理科教諭を目指すには、当学部の教職課程は有用な選択肢となっています。

取得可能な免許
資源循環学科・共生環境学科・生物圏生命化学科：高等学校教諭一種（理科・農業）
海洋生物資源学科：高等学校教諭一種（水産）

修習技術者（JABEE農業土木学プログラム）
JABEEとは一般社団法人日本技術者教育認定機構のことです。高等教育機関の工農理系学科で行われている技術者育成に関わる教育の認定制度で、日本
語で教育しながら国際的に通用する内容と水準を有していることが審査・認定されています。当JABEE農業土木学プログラムの存在は政府官報に記載され
ています。修習技術者は技術士資格の第一次試験が免除され、さらに実務経験を経て第二次試験に合格すれば「技術士」の称号が得られます。

測量士補
建築、建設、土木の現場や地図作成などの現場では欠かせない専門家です。測量士の立案に沿って測量する技術士です。
所定の科目を履修することが必要です。

食品衛生管理者・食品衛生監視員
食品衛生管理者は、食品製造加工施設で、衛生上の考慮を必要とする食品や添加物の衛生管理、作業従事者の監修を行う仕事です。食品衛生監視員は、食
品衛生法に基づいて、営業施設に対する立入検査や監視、指導を行う仕事です。主に国の検疫所や地方自治体の保健所に所属となります。所定の科目を履
修することが必要です。

樹木医補
樹木の診断や治療を行う木のお医者さんです。樹木の保護育成や、樹木保護に関する知識の普及・指導も行います。（民間資格）所定の科目を履修すること
が必要です。

学芸員
博物館、美術館、動物園、植物園、水族館などの博物館相当施設において、資料の収集や整理、保存・保管・展示・活用、利用者への説明や助言、専門分野の
調査、研究、教育普及活動などに従事します。所定の科目を履修することが必要です。

教員免許状

■渡邉文二奨学金
故渡邉文二氏による学生の就学を支援する制度。対象は、生物資源学部3年次の学生で年額48万円（学部学生）を給付。給付された奨学金は返還を要さない。
採用されると2年間継続して給付を受けることができる。　　【問い合わせ先】 ＴＥＬ 059-231-9673　　Email : bio-somu@ab.mie-u.ac.jp

奨学金の種類

奨学金の
月額

貸与始期

学部生

学部生

大学院生

大学院生

特　徴

貸 与 方 法

第一種奨学金 第二種奨学金
①貸与奨学金　　　　　　　　　　※給付ではないので、卒業後に分割して返還します
②無利子　※貸与総額のみを返還
③貸与月額は2種類から選択
④家計基準は二種より厳しい
⑤学力は高校評定値が3.5以上必要

4月から
4月から
申込時に指定した本人名義の金融機関口座へ毎月11日頃に振り込まれます

自 宅 通 学
自 宅 外 通 学
修士・博士前期
博士後期・博士医

20,000円、30,000円、45,000円から選択
20,000円、30,000円、40,000円、51,000円から選択
50,000円、88,000円から選択
80,000円、122,000円から選択

②有利子（利率上限 年3.0％）※貸与総額に利息も併せて返還
③貸与月額を選択できます（貸与開始後に月額の変更も可能）
④家計基準は一種より緩やか
⑤学力基準は一種より緩やか

2万円～12万円（1万円単位）から選択

4月～9月の間で希望する月から

5万円、8万円、10万円、13万円、15万円から選択

日本学生支援機構奨学金

入学時特別増額貸与 上記何れかの奨学金の貸与を受ける新入生（編入学者を含む）は、一定の条件を満たす場合に限り、希望により、奨学金の初回振込時に入学時特
別増額（10万、20万、30万、40万、50万円から選択）（有利子）を貸与を受けることができます。

高等教育の就学支援制度
勉学に励む意欲があり、またそれにふさわしい能力を持った学生が、経済的理由により修学をあきらめることがないよう、国が経済的な支援を行
う制度です。採用者は、入学料および授業料の全部または一部が免除されるとともに、返還が不要な給付型奨学金が支給されます。
なお、支援対象者等は、文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/kyufu/）に掲載されていますので、参照してください。

2020.4.29 撮影

生物資源学部は
ココ！！

京都

近
鉄
京
都
線

丹
波
橋

大和八木

京都府
1

2

3

6

3

5

4

1

4

中部国際空港
（セントレア）

東
海
道
新
幹
線

2

三重県内および近郊 津市内 アクセス

◀徒 歩／近鉄江戸橋駅から徒歩約15分

◀  車  ／津駅東口バスのりば「4番」から「大学前」下車
　　　　　津駅からタクシーで約10分

◀電 車／近鉄急行
　　　　　名古屋～江戸橋　約60分

　　　　　近鉄特急
　　　　　名古屋～津　　　約50分
　　　　　難　波～津　　　約90分
　　　　　京　都～津　　 約110分
　　　　　（津で急行または普通に乗り換え）
　　　　　津～江戸橋　　　  約2分

◀飛行機／中部国際空港（セントレア）～津なぎさまち
　　　　　高速船40分

●このような人を育てます
生物資源学部は、地域に根ざした視点に立ちながらも国際
的な視野をもち、自然との共存を図りつつ生物資源の適正な
開発・利用と保全を追求するための科学技術に関する教育・
研究成果を生み出すことを目指しています。そのために、自然
科学分野の基礎知識だけでなく農林水産学、環境科学、生命
科学の各分野における専門知識を身に付けることにより、独
創性と広い視野を持ち、地域社会だけでなく国際社会にも貢
献できる人材の育成を目標にしています。

●このような人を求めます
・高等学校の教育課程において履修する内容を十分に理解し、高校卒業レベルの
知識を有する人。
・農林水産学を対象とした専門高校において専門科目を深く学び、優れた成績を修
めた人。
・入学後の修学に必要な基礎学力としての知識ならびに理解能力を有している人。
・生命科学や農林水産学に関わる様々な現象に関心を持ち、生物資源の適正な開
発・利用と保全に関心のある人。
・自然と人が共生する持続的社会の創出を目指し、社会貢献に対する明確な目的意
識を有する人。

生物資源学部アドミッション・ポリシー

三翠会館

不渇の井戸

レーモンドホール

正門

三重大学
附属学校
練習船基地
附属紀伊・黒潮生命地域
フィールドサイエンスセンター
附帯施設農場
附帯施設演習林
附帯施設水産実験所

1
2
3

4
5
6

農研機構・野菜花き研究部門
森林総合研究所関西支所
水産研究・教育機構 水産技術研究所
（玉城庁舎）
水産研究・教育機構 水産技術研究所
（南勢庁舎）
太陽化学株式会社

1
2
3

4

5

資格・免許 奨学金

取得可能な資格

修習技術者

共生環境学科

測量士補

共生環境学科

食品衛生管理者および
食品衛生監視員

生物圏生命化学科

樹木医補

資源循環学科

学芸員

全学科

農 場

※第一種奨学金は、高等教育の修学支援制度による給付奨学金を一緒に受ける場合、貸与月額が制限されます。

5

24 25


